
    　

    　

    　

    　

    　

    母娘百合アンソロジー第２弾

    　あなたに捧げる花の名は


    


    


    

    



    
        プロローグ　

        　

        「おかーさん♪　はい、これ！」

        「あ、ありがとう（ち、ちかいわ……）」

        「ね、ね。今日はどこにお出かけしに行こっか」

        「えっと、ゴールデンウィークにたくさん出かけたから今日はゆっくり……」

        「あー、たしかに。お家デートもいいよね」

        「……うん？」

        「人の目も気にせずににあんなことやこんなこともできるしね！」

        「えっとね、菜子ちゃん。そういう冗談は好きな人にしかしちゃだめよ」

        「うん。だからしてるよ」

        「えっと、そんな小さい子じゃないんだから……わかるでしょう？」

        「……そっか。伝わってないんだ。お母さんさ、カーネーションの花言葉知ってる？」

        「えっと……母への愛。とかよね。だから母の日に贈る花だって……」

        「逆だよ。それは母の日に贈る花だからついたの。本当の意味は――


        　


        


        


        　

        
            プロローグ　

            一作目　ひとつの花瓶　千手美花

            二作目　巡って巡って、今度も、きっと。　周雨

            三作目　春花「つぼみ」　夏樹実取

            四作目　お母さんと絵本を作る話　​ぽよぽよザンギ

            五作目　Flower　七番

            六作目　虹色あじさいとてるてるむすめ　​保編撫子

            七作目　生まれ出ずるその地にて　Lilium Anthems

            八作目　純白の愛 おしゃれなもなか

            九作目　詩編　　柏祐太

            十作目　クリスマスの魔法　十輪ツクル

            エピローグ

        
        


        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        一作目　ひとつの花瓶　千手美花


        


        　ひらひらとした花弁。

        　ドレスのようで。

        　鉛筆の削りかすのような。

        　そんな花弁が好きだった。

        　匂いがないのに存在感だけはそこにあって。

        　カーネーションだと分かる。

        　あなたのようだった。

        　「撫なでし子こ」

        　あなたはほほえんだ。

        　他の家族からは不審がられ。

        　叔母からはなんて不躾、母を敬いなさい。

        　そう言われたけれど。

        　あなたはむしろ、愛おしそうに声色を変えた。

        　そして私たちはひとつの花瓶のなかで。

        　人肌の水の中、よりそってくちづけをした。


        


        


        


        


        　

        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        二作目　巡って巡って、今度も、きっと。　周雨


        「すーずーさん！　そろそろ決意してくれましたかー？」

        「いや、だから……無理だってマシロンちゃん」

        「えー！　やーだー！　ママー！」

        「ママじゃないって！　駄々こねたって駄目なんだってば……」

        　もう何度繰り返されたか分からない目の前の光景に、これまた何度目か分からない溜め息が自然と漏れてしまう。

        　

        　何でこうなったんだっけ？　

        　

        　やっぱあの時の選択肢まずってたかな……。

        　呪うべきは軽率すぎた過去の己自身だろう。

        　

        　緊張で震えが止まらない指を、ゆっくりとスマホの画面へ近付けていく。汗で画面が濡れてしまったらどうしよう、なんてどうでもいいことばかり考えてしまう。現実逃避のなれの果てだ。

        　――勇気を出せ。

        　覚悟を決める。踏み出すなら今この瞬間しかない。

        「そいやっ！」

        　ボタンに指先が触れると、画面の表示が切り替わった。

        　今表示されているのは【登録が完了しました】の文字。

        「はー……やったわ。やっちゃったわ……」

        　出会いがないと嘆いて早数年。友人に勧められていたマッチングアプリに、ついに登録してみることにした。初めての不安が拭いきれず。女性同士のみがマッチングできるタイプを選んだけれど、交友関係の輪を広げることが出来れば今回は成功だと思うことにする。

        　そのまま一〇分ほどスマホをじっと見詰めていたが、アプリの通知どころかメールや電話の着信さえも来なかった。

        「……さ、流石にそうだよね。いくら何でもこんなすぐ反応来るわけ無いよね。うん、ないない。あはははは」

        　諦めて夕飯の買い出しに行こうと支度をしていると、ベッドの上に放り出したスマホが短く振動した。電話にしては短い。メールか、もしくは……。

        　スマホを手に取り、電源ボタンを押した。ロック画面にはメールや電話の知らせはなく、代わりに見慣れないアプリのアイコンが一つ。ソワソワする気持ちと、ドキドキと脈打つ心臓。大きく深呼吸を一つして、スマホのロックを解除する。自分で思っているよりも落ち着きが足りていなかったらしく、二回もパスワードを間違えてしまった。待ち受け画面に表示が切り替わったところで、すかさず先程のアプリ通知をタップ。数秒の内にアプリが起動された。例のマッチングアプリだ。

        「えーっと、ここから通知見れるのかな？」

        　使い始めて数時間しか経過していないアプリ。どこでどの機能に繋がるのかよく分からない。ヘルプを確認したら、それらしい機能を見つけることが出来た。新着通知は一件。メッセージが届いているようだ。差出人の名前は【マシロン】さん。日頃ＳＮＳで顔の見えない相手とやり取りをしているのに、媒体が変わっただけで、妙に緊張してしまう。

        「大丈夫、メッセージ見るだけだから。怖くない怖くない」

        　暗示をかけるように呟き、メッセージに目を通した。


        　

        　

        　

        　

        　

        　

        『初めましてすずまんぼうさん。素敵なプロフィールに惹かれてしまい、思わずメッセージ送っちゃいました。もし良ければ、一度会っていただけませんか？　趣味の合うお友達になれたら嬉しいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マシロン』


        　文面は丁寧な印象。いきなり知らない相手からの連絡に驚きはしたが、ＳＮＳとはそういうものだ。自分からアクションする勇気もなかなか湧き出てこないものだし、ここはこの機を逃さない方がいいだろう。

        　

        ――大丈夫、私もやれば出来る子……のはず！

        　

        　返信ボタンをタップして、文章を書き込んでいった。


        　

        　

        　

        　

        　

        　

        『初めまして、マシロンさん。メッセージありがとうございます。すっごく嬉しいです。

        私も会ってお話ししてみたいので、都合の良い日程や場所を教えていただけますと幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すずまんぼう』

        


        「ていや！」

        　書き上がった文章を確認することもなく、目をつむって送信ボタンをタップした。

        　目を開けた先の画面に表示されているのは、送信が完了したことを告げる通知。無意識のうちに息を止めてしまっていたようで、いきなり苦しくなり慌てて呼吸を再開させた。

        「……ふぅ。これで一歩踏み出せたのかな？」

        　日付が変わる少し前まで粘ってみたが、この日はもうアプリ通知が来ることは無かった。ちょっと残念な気持ちもあるが、いきなり話が一気に進んだ反動もあり。少しほっとしてもいた。

        　

        　その晩は、なんだか不思議な夢を見た。

        　

        　――目線がかなり低くなった私。誰かと手を繋いで歩いたり、抱きついたりしている夢。触れた時の柔らかい感触や接し方から考えるに、母親であると考えるのが自然なのだろう。そう思うのだが、私は夢の中のその人の顔に見覚えがなかった。

        　私の母は、あんな柔らかい栗色の髪は持っていない。長さだって、夢の中の人物ほど短くはなく、肩の高さよりも少し下に毛先が届いている。私の母は、キリッとしたつり目ではなく、もっと垂れ下がっている。垂れ下がった目尻をなんとかごまかそうと、目元の化粧を濃いめにしているのだ。それに私の母は、あんな風に柔軟剤の匂いはしない。よく料理をしているからか、醤油や出汁の匂いが染みついていた――

        「あの人……誰なんだろ」

        　じわじわ白んでくる空を眺めながらポツリと口に出してみると余計気になってきてしまった。母でないことは間違いない。けれども母の様な雰囲気、接し方、安心感が確かにあった。たかが夢の出来事だが、されど夢の出来事だ。

        ――もしかしてもしかすると、これは何かの暗示だったりしちゃったりするのでは……？

        　悶々と思考の海を泳いでいると、充電器に繋がれたままのスマホが視界に入ってきた。よく見れば通知を知らせるランプが点滅している。

        「ん？　これはもしかして……」

        　ロックを解除して、表示を確認していく。メール、違う。電話、違う。消去法で可能性をつぶしていくと、最後に残ったのは大大大本命。恐る恐るマッチングアプリを立ち上げてみる。

        　新着メッセージが一通来ていた。送信者名は【マシロン】。

        「うわっ！　き、き、き、きた！」

        　早速表示して内容を確認した。


        　

        　

        　

        　

        　

        『すずまんぼうさん。

        早速のお返事ありがとうございます。返信遅くなってしまい申し訳ありません。

        会っていただけるとのことで、とても嬉しいです。あたしは××市に住んでいるんですが、すずまんぼうさんのお住まいの地域はどの辺りでしょうか？　また、日程についてですが、日・祝のどこかでお時間いただくこと可能でしょうか？　　　　　　　　　マシロン』


        「日・祝ってことは、休みが少ない仕事なのかな。だったらこの日程でー……」

        　場所と日付の希望を送ったところでアプリを閉じ、仕事の支度を整えて家を出た。

        　

        　✾

        　

        　忙しすぎた午前中の仕事をなんとか乗り切り、やっと一息お昼休憩。コンビニで調達したおにぎりにかぶりつきながら、空いた手でスマホを操作し通知を確認していく。

        　友人からの遊びの誘い。通販サイトからの商品発送通知。ＳＮＳでフォローしている日との新着の呟き通知。これらを片っ端から確認していくと、最後に例のマッチングアプリの通知が残った。

        「マシロンさん返信早いなー、助かるけど。あっという間に予定決まっちゃった」

        　昨日始めてやりとりしたばかりだというのに、翌日の今日にはもう会う予定が明確に決まってしまった。これはマシロンさんが凄いのか、それとも最近のマッチングアプリ利用者はこれくらいの勢いを持っていて然るべきなのか……あんまり分かりたくはない。

        「お、たっかなっしさーん。一人でのんびりお昼ですか？　いいですねー、おにぎり。ちょっと嬉しそうな顔してますけど何事ですか？」

        　スマホの画面が、突然現れた暗い影に覆われた。同僚が出現したようだ。

        「ちょっと人と会う予定ができまして」

        「もしかしてお友達と遊ぶとか飲みに行くとかですか？　こんなご時世ですし、宅飲みならちょとくらいは良さそうですね。私も誰か誘ってやろっかな」

        「まあ、そんなようなものです」

        　ただの同僚。職場だけの関係の間柄に、詳しく話す理由もないし、彼女も聞く気は無いだろう。これはこれで心地良い距離感だ。

        「高梨さん。同僚としての忠告です。普段より口角が随分上がってるんで、午後までにもーちょっと下げた方がいいですよ」

        「……ご忠告痛み入ります」

        「いえいえ」

        　同僚の背中を見送りつつ、残りの休憩時間は表情筋を通常モードに戻すことに専念した。

        「あーもーもー…………駄目だ……全然落ち着かない、落ち着けない」

        　マシロンさんとの約束の日、当日。遅れないようにと早めに出て来たら、二〇分前に待ち合わせ場所に到着してしまった。家を出る前に送りあった、今日の服装を写した写真。周辺の人々を観察しつつ、スマホの写真と見比べては息をそっと吐き出す。まだ来ていないようだ。

        　――マシロンさん可愛い服装だよなー。スカートふわっとしてるし。絶対本人も可愛いってこれは。間違いない。

        　丁寧な文章からはビジネスメールを送り慣れている感じがする。しかし服装を見た限りではまだ結構若そうな感じもする。これはもしや、私よりいくつか年下の予感。

        　緊張しながら待っていると、約束の時間ピッタリに一人の女性がこちらに駆け寄ってきた。ふわっと揺れるスカートには、小さな花柄が舞っている。後頭部で跳ねる黒いポニーテールは、黄色のシュシュが彩っていた。露出している肌は白すぎず黒すぎず、健康的な色をしている。

        　想定よりも一〇歳は若い……というよりもこれは……。

        「お待たせしちゃってすみません！　あの、すずまんぼうさん、ですよね？」

        「あ、えっと……はい……マシロンさんですか？」

        「はい、マシロンです」

        　

        　――この子、一〇代じゃない？

        　

        「写真で見てスタイル良いなーって思ってたんですけど、パンツスタイルすごく素敵ですね！　足もすらっと長くって、格好いいです！」

        　文章でもほんの少しそんな感じはあったけど、マシロンさんすごくグイグイ来る。対面だとより勢いが増している。

        「……ありがとうございます。マシロンさんもスカートすごく似合ってて可愛いです」

        「えへへー！　ありがとうございます！　クラスの友達に相談して選んでもらったんですよー」

        　現在、お店に向かって徒歩で移動中……なのだが、今聞き捨てならないワードがあった。ニコニコしているマシロンさんと視線を合わせ、慎重に切り出してみる。

        「あの、失礼だったらごめんなさい。マシロンさんって学生さんですか？　ていうかもしや未成年？」

        「あー、実はそうなんです。黙っててごめんなさい」


        　

        「現役高校生です！」

        　

        　――やっぱりかーい！

        　

        　マシロンさんは、ボールをくわえた犬のような顔をしている。彼女にとっては年齢のことなどささいなことらしい。

        「そうなんですね……ちなみに今おいくつですか？」

        「来月、十七になります。すずまんぼうさんの方が年上の方ですし、敬語とかいらないですよ！」

        「う、うーん。そう、ですかね……いや、それで、まあいっか。どうしようかな、お店変えた方がいいかも。マシロンちゃん何が好き？」

        「あたし、うどんとかラーメンとかスパゲッティとか、麺類が好きです！　すずまんぼうさんは何がお好きですか？　あ、あと……もし嫌でなければ『すずさん』ってお呼びしても良いでしょうか？」

        「良いよ、マシロンちゃんが好きな風に呼んで。麺類……麺類かー、良い店どこかな」

        　スマホを取り出し、地図アプリで近くの店を検索していく。予定は少し変わってしまったけれど、これはこれで楽しい時間。口コミサイトを横断検索しているマシロンちゃんは、流石スマホ世代とでもいうべきか、操作がとても速く、手慣れていた。そして――

        　――二人の好みをしっかりと満たしてくれる店でランチを楽しみ、駅前のビルへショッピングに向かい、そのままの流れで今度はカラオケへ。

        　そしていま、私はジェネレーションギャップと呼ぶべき現象にぶち当たっている。

        「マシロンちゃん……選曲若いね……ＣＭで聴いたことある曲ばっかり」

        「すずさんの選曲、あたし好きですよ。なんかほっとするって言うかなんていうか」

        　ひとしきり歌って、二人揃って次の曲を検索中。まさかこの歳になって一〇歳以上も下の女の子とカラオケに来るとは思わなかった。

        　口ではこう言ってくれているが、心の中では選曲が古すぎるとかダサいとか思われていないだろうか。初対面で掴み切れていない相手。どうしても疑ってかかってしまう。

        　ポテトを一本つまみ、口に押し込んでいるとマシロンちゃんがじっと見詰めてきた。目が合って一〇秒……二〇秒……すぐにそらしてくれる思っていたが、全然。視線が外れない。

        「そ、そう見つめられると照れるんだけど……」

        「あの！　すずさん！　えーっ、と、ハンネの由来って訊いても良いですか？」

        「そ、そのくらい普通にきいて。んー、でもおもしろみとか何もないんだよね……。【すずまんぼう】なんて変な名前付けちゃったなー、とは自分でも思うんだけど」

        「そんなことないですよ！」

        　腰掛けていたソファから立ち上がり、マシロンちゃんがグイッと顔を近付けてきた。キリッとしたつり目がちな二つの瞳。真っ直ぐこちらに向けられる。間近で見た彼女の顔は、まつげが長く、肌にハリがあり、ずっと見ていられる気がした。

        　――後で写真撮らせてもらって待ち受けにでもしちゃおうかな。駄目かな。

        「【すずまんぼう】って、可愛くて、あたし好きです。大好きです

        　さっきとは違う、真剣な声色。思わず言葉が詰まってしまった。ここまで直球で好きと言われることなんて、滅多にない。いや、今までの人生の中で無いに等しい。改めて、なんて悲しい人生だ。

        「あっ……ありがとう。マンボウは昔から好きだったんだ。【すず】は何となく浮かんできて……そうだ、合体させちゃおう！　て」

        「良いですね。その発想、すてきです」

        　もしやマシロンちゃんは基本的にけなしたりせず、どんどん褒めていく方針の家庭で育ったのだろか。だからこんなにも褒めちぎってくれるのだろか。思わずそんな妄想をしてしまうくらい、この子がとてもいい子なことは間違いない。

        「素敵かなー？　あ、ねえ。逆に聞いてみたいんだけど、マシロンちゃんは？」

        「……あたしも何となくなんですよ。部屋でハンネ考えてる時に、まっしろーい消しゴムが目に入ったんですよ。真っ白……真白……あ、マシロン！　みたいな」

        「なんか、かわいい連想ゲームだね」

        「そ、そうですか？」

        　私に比べて少し余裕がありそうだったマシロンちゃんが、今はほんの僅かだが顔を赤く染めている。かわいい。かわいすぎる。縁日にある赤い水風船みたいな見栄えだ。頬を突っついたら怒られるだろうか。

        「マシロンちゃん……ほっぺ突っついていい？」

        「だぁめです！」

        　若い子とのふれあいって最高……超癒される……。

        　

        　✾

        　

        「はー超楽しかったー！　あー幸せ！　帰りたくなーいー！」

        　夜風に吹かれて、マシロンちゃんのスカートがゆらりと揺れている。

        　真っ黒なポニーテールが闇に溶け込んで、髪が急激に伸びて世界を覆う。そんな光景を眺めていた私も、脳内が今日一日の楽しさで麻痺していたのだろう。

        「じゃあ、うち泊まる？」

        「え！　いいんですか？　ぜひ！」

        「それじゃあ、いこっか」

        「はーい！」

        　――この時点まで戻ることが出来るのなら、なんとしても戻りたい。そして過去の自分の口をガムテープで塞いで、絶対に『うちに泊まる？』なんて危険なワードを声に出したりしないだろう。

        　

        　✾

        　

        　家に着いて、少しだけ熱めのお茶を楽しんで。

        　彼女のための布団を敷いて寝ることにした。

        「マシロンちゃん明日休みなんだよね？」

        「祝日ですから！　のんびりできます」

        　私よりも小柄なマシロンちゃんには、私の部屋着は少し大きかったようだ。袖の余った腕をプラプラと揺らす姿が愛らしい。

        「すずさんの部屋着、いいですねーすずさんの匂いがします！」

        「へ……そんなのしてるの？」

        　夜中でテンションが上がっているのか、目の前の彼女は今日一番の上機嫌だ。ほほえましい気持ちで見ていると、下からゆっくりと顔を覗き込まれた。

        「あの、すずさんにお願いがあるんですけど」

        「ん？」

        　一つ深呼吸をして、髪と同じく真っ黒な両目がキラリと光る。

        　

        「あたしのお母さんになってください！」

        　

        「……ん？　ごめんもう一回言って」

        「ママって呼ばせて下さい！」

        「は、はぁ!?　だ、だめです！」

        　そして繰り返される押し問答。何故こうなったのか。それはもちろん、過去の私が浅はかで愚かだったせいだ。

        「大体！　マシロンちゃん！　お母さんいるでしょ！」

        「いますけど、それとこれとは話が別なんですー！」

        「どこが？」

        「確かに私の家にはお母さんがいます。でも、すずさんもお母さんになってほしいんです。第二のお母さんいえママ！」

        「ママじゃない！　もう……ちょっと落ち着きなよ。夜中なんだし……」

        　諦めずに主張を続けるマシロンちゃんを放置して。マグカップ二つに牛乳を注いでレンジの中にセット。熱い湯気を放つカップを両手に持って、彼女の元へと戻る。

        「はいこれ。マシロンちゃん何か入れる？」

        「ありがとうございます。すずさんは……コーヒーとココアですか？」

        「そ、うだけど……何でわかったの？」

        　彼女の瞳は、先程までの強さが消え、何か迷う様にユラユラと揺れている。

        　何だろう。聞いたらまずいことだったのかな？　

        「あの、言いたくかったら別に――」

        「――違うんです！　言いたくないわけ、じゃ……ないんです」

        　声は力強いけれど、顔を下に向けられてしまって目が見えない。もわもわと立ち上る白い湯気が、私達の間を隔てる壁の様に感じてしまう。

        「違うんですよ……そうじゃないんです。わかるんです。だって――」

        　彼女の次の言葉をじっと待つ。午前０時を告げる時計の音が、普段よりもずっと大きな音になって耳に響いてくる。

        「――だって……あたしは貴女のママだから」

        「……それは気分的な話？　マシロンちゃん文章では私よりしっかりして見えたもんね」

        「そうじゃないの。違うの……覚えてないのは当然だって思ってるし分かってるよ。寿々ちゃん」

        　この子は何が言いたいのだろうか。冗談を言っているトーンではない。いつの間にか向けられている目からも真剣さが伝わってくる。それに『寿々』という名前。なんだか、記憶の奥底のどこかで引っかかるような、不思議な感覚がある。懐かしいような、あたたかいような。彼女の声で発せられたその名前を聞くと、凄く特別な感じがする。いつの間にか敬語がなくなっているのも妙に気になるけど、それすらもしっくりも来ている。なぜだろう。

        「寿々ちゃん、覚えてなくても無理ないんだよ。あたしがママで寿々ちゃんがあたしの娘だったのはね――前世――なの。あたし達ね、前世で親子だったんだよ。あたしも今日、寿々ちゃんに会うまで……っていうか姿を見るまでは忘れてたんだけど」

        「私と会うまでは、って……？」

        「今日さ。待ち合わせ場所まで行って寿々ちゃん――すずさんを探してた時ね。送ってもらった写真見ながら周りあちこち見て。それで、あー！　いたっ！　って思った時にね？　なんかこうビビってきたの。寿々ちゃんと暮らしてた時の記憶がワーって頭に浮かんできたんだ。それでね、記憶に浸りながらぼんやりしちゃってたら時間経っちゃって、気付いたら約束の時間ジャストになっててね……」

        　ジェスチャーを交えつつ、ちょっとだけ申し訳なさそうなマシロンちゃんの顔を見ながら、黙って話に耳を傾ける。意味が分からないし理解も全く追いつけないが、否定をしてしまうのは違う気がする。

        「寿々ちゃんマンボウ好きだったから、もしかしたら【すずまんぼう】って【寿々マンボウ】なのかなって思って聞いてみたんだけど……あんまり遠くなかったね」

        「……前世で、ママだったから、私の好みもわかったの？」

        　マシロンちゃんは、懐かしそうな顔で笑いかけてきた。慈愛に満ちた、優しい表情だ。

        「うん。寿々ちゃん、あっためた牛乳にはコーヒーとココアを一杯ずつ入れて飲んでた。甘過ぎず苦過ぎずちょうどいいの！　って」

        　分量も理由もその通りだ。何も訂正すべき箇所がない。思わず、言葉を失ってしまった。

        「えっと、えっと……」

        「それとね、カラオケで言ったこと、一つだけ嘘なんだ」

        「え？」

        「私の前世の名前、真白っていうの。ハンネ、決める時に何となく浮かんだんだけど、まさか自分の前世の名前だとは思わなかったよねー。消しゴムのくだりはあの場で適当にでっち上げただけなの。ごめんね」

        「そう、なん、だ……ま、真白さん？」

        「ママって呼んでくれた方が嬉しいなー……無理強いはしないけどね。どうしても寿々ちゃんともっと強い繋がりが欲しくって、でも今あたし達、年齢関係逆な感じだし、じゃあ思い切ってママって呼んでみちゃおうかなーって」

        「それがさっきの第二のお母さんに繋がるんだ……」

        「そうなの。あたしのことママって呼ぶより、あたしにママって呼ばれる方が、まだ抵抗ないんじゃない？」

        「いや、それはどうかなー」

        　どっちもどっちな気もするし、出来ればどちらも回避したいと思う。でも、もしどうしてもどちらか選択を迫られるというのであれば、確かに絵面的には後者の方がまだ良さそうだ。

        「……さて。ここまでの話を聞いてもらったうえで確認したいというか、聞いておきたいんだけど」

        　ふわふわとしたマシロンちゃん――真白さんの雰囲気が、今度は少し悲しげになった。

        「寿々ちゃん――すずさんは、あたしのこと嫌いになっちゃった？　気持ち悪くなって、これ以上いっしょにいたり繋がりを持っているのも嫌になったりした？」

        「んー、いや…………確かにすっごいわけわかんなくてどう接したらいいのかもあやふやになっちゃってるけど、嫌とは思わないよ」

        　マグカップを、音を立ててテーブルに置き。本日何度目かの至近距離で、マシロンちゃんが顔を寄せてきた。空になったマグカップからは、いまだに湯気がうっすらと立ち上っている。

        「じゃあじゃあじゃあじゃあ！　ママって呼んでもいい？」

        「だーめ」

        「じゃあママって呼んで！」

        「それもなんか違う……『真白さん』は？」

        「やーだー！　そんな他人行儀なの！　せめてマシロンちゃんって呼んでよ。寿々ちゃん！」

        「仕方ないなー」

        　マシロンちゃんと違って前世の記憶なんて全く思い出せないし、共感しきれない部分もたびたびあるけれど、折角出会うことができたんだ。この特別な関係を私の中で当たり前の関係にしていきたい。

        　

        　――できるよね、ママ。

        　

        「……寿々ちゃん！　今もしかしてママって呼んでくれたっ!?」

        「よ、呼んでないよ」

        　声に出してはまだ呼べない。それは、いつの日か――あの日見た夢の答えは、私の手の中に飛び込んできてくれたんだ。今はそれで十分だ。

        「なんとなくなんだけどさ」

        「んー？」

        　そっと、マシロンちゃんの右手に自分の左手を載せてみた。

        　今はまだ慣れない、私よりも少し低い体温。

        「私たち、来世はきっと親子になれる気がする」

        「嬉しいこと言ってくれるねー、寿々ちゃんは。わかった、ママまた頑張って産むからね！」

        「マシロンちゃん頼もしー」

        　

        　――次は、本当に私がママでもいいかもしれない。


        　


        


        


        


        


        　

        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        三作目　春花「つぼみ」　夏樹実取


        　子どもが、できました。憎たらしいくらいに私に似た女の子でした。花のように菜のように、そんな願いを込めて。花菜はなと名付けました。育てました。ひとりで。働きながら。家にいなければいけませんでしたから、在宅ワークと、私を捨てた人間に恵んでもらった金で生きました。ですから、普通とはあまりにかけ離れた生活。娘がまともに育つことを期待していませんでした。

        　なぜなら子は、父と母。そして姉妹兄弟友人とともに生きてこそ、初めて多様性を得るものであり。良い人間性や朗らかさとは、そこから生まれてくるからです。非行に走って、当然だと思いました。ですから、花菜が私に心を開かないのも諦めていました。忙しくする日々の合間で、怒鳴り散らしたり。拳を上げることはありませんでしたが。構ってやれなくて。それは、子供心に暴力と何ら変わりない傷を与えているのだろう、そう思いました。

        　なぜ、このようなことを告白するかというと。

        　私はまたひとつ、罪を重ねたからでございました。

        　

        　――娘を、愛したのです。

        　

        　私わたくしは女性が、好きでした。

        　柔らかな肌が、好きでした。

        　ですから、花菜との時間が苦痛から、恋慕に。恋人と過ごす愛おしい時間のように思えてきたのは、彼女が中学生になってからでした。

        　花菜が小学生の頃は、幼い子が甘えてくることの延長だと思いました。しかし、今はっきりと分かります。この子は、私にナイフのように鋭くて、綿のように柔らかい恋心を抱いています。かつて、私が母親に抱いていた感情と同じように。

        　――少し、私の話をします。若い時世はなにかと背伸びをしたがります。私は、ずっと年上の女性と付き合っていました。年齢を重ねるごとに柔らかくなっていく肌や、雰囲気。そして私をかわいがってくれるのが、何よりも嬉しかったのです。思えば、母も私に、恋慕のような感情を抱いていたのかもしれません。よく、肌に触れる人でしたから。

        　慣習はまるで遺伝のように親子の間で共有されます。私もそうなっていって。それは、花菜にも受け継がれていきました。手を重ね。ぴったりとくっついてきたりします。まるでそこにいることを確かめるように。

        　ただし、それは一ヶ月に一度だけでした。

        　今はそれほどまでに忙しくはありませんが、その時の名残です。なかなかどうして癖というものは抜けず。お互いに、そういうものだと思っていました。

        　花菜には、お小遣いを与えています。恐らく、他の子よりはもらっているでしょう。ですが、あの子の周りには物がありません。本も、図書館で借りた物。スマートフォンの支払い通知も、いつも一定の額です。さすがに、私も心配になり聞いたことがありました。しかし、本人も特に困っていない様子。使い道が、ないのだそうです。それは困りました。私が彼女にできること。それは、生きていくのに不自由ない環境を与える、それのみでしたから。

        「花菜はなにか、趣味を見つけた方がいいわ」

        　そう言うと、彼女は悩んでしまいました。そして次の日から、玄関に花瓶が置かれました。季節の花が切り花にしてあるのですが、きちんと世話をしているのでしょう。持ちが良く。週に数百円程度だと、思います。とりあえず、新しいことを始めたことに、少しだけ安心しました。

        　ふと見ると、カーネーションが挿してありました。桃色のような赤にホワイトライン。舞踏会のドレスのようで、いかにもあの子が好きそうなメルヘンチックなものでした。

        　意外にも、花があるというのは良いもので。言葉には出さずともふたりのコミュニケーションになっておりました。

        　そして、気づけばもう月中半つきなかば。今月の花菜との時間が来ました。

        　普段はお互い干渉せずに暮らしているのですが。この日ばかりは、違います。私は自室に入らず、リビングで紅茶を飲む、など。一息つく日にしているのです。この時間に限っては、何もできないからです。

        「おかぁさん……」

        　まるで、幼稚園児のように甘えた声で、花菜は抱きついてきます。膝枕、腕を抱き寄せる。指のしわに唇を当ててきたりもします。

        　子どもの甘え仕草。そう思ってくれるとでも思っているのでしょうか。気づかないはずは、ありません。

        　この子は、火照っています。いつもは人形のように体温の低いこの子が。熱い吐息、甘い香りを漂わせています。誘う、女の匂い。甘やかな声で、私の役割の名前を呼びます。私には、小さ夜よという名前がありますから。この子が、私を母として扱う以上。私は手を出せません。

        　私が抱いているこの感情は母親が抱くのにふさわしくないからです。すなわち、母親である私、小夜という名前を持つ私個人。それは別のものなのです。

        　思い出します。私を小夜として愛した初めての人は司書の女性でした。文学に精通しており。私をナイチンゲールと呼ぶような甘ったるい女性でした。ですが、悪い気はしません。ですから、鳴きました。小夜啼鳥さよなきどりと呼ばれた私は、司書の指先で、何度も、何度も鳴きました。まるでページをめくる音のように。彼女の指が動くたびに。

        　私をたいそう気に入って鳥籠にしまい込もうとしたので、別れましたが……。

        　――話を戻すと、この子は私を誘っています。ですが、その口上が見つからないのでしょう。いつもなにかを発しようとして、飲み込んでしまいます。

        　今日は、少しいじわるをします。ねたふりをしてみました。お昼を食べた後でしたから、ちょうどいいではありませんか。自身にそう言い訳をしました。

        　そうすると、花菜は行動に出ました。

        　私の指先を自分の胸に添えて。揉んでいます。私の手には発展途上のふわふわとした、ふくらみ。どちらかというと、手のひらからこぼれるような肉感が好きでしたから。あまり、沸き立つものはありません。あぁ、良かった。そう安堵していると。彼女は次のアプローチへ。私の手のひらを頬につけて、すりすりとこすりつけます。やわらかで、きめの細かい肌。少し、汗ばんでいるところもあります。まだ、春ですから。汗をかく季節では……いえ。春だからこそ、汗ばむのかもしれませんね。最近は、近所の猫たちがわめいていますから。この子もきっと当てられたのでしょう。私はこの子のしたいようにさせます。

        　次に花菜は、服の上から私のバストに触れます。家ではリラックスしたいので、元々つけてはいません。直接、ふれるのは恥ずかしいのでしょうか。かわいいと思ってしまった、自分がいます。その手つきは、なんとも拙いのです。これでは女を誘うどころか、子どもがただ甘えているだけのようにしか見えません。いいえ。そうなのかも。薄目を開けて見てみました……前言撤回です。興奮、しています。

        　彼女は目を見開いて重みを感じながら、顔を埋めて。初めて性をむさぼる若い欲をむき出しにしています。

        　どうしようもない子。だと思いました。しかし、私も同じようなものです。

        　この子の欲の対象になれること、隠すことなく撫でつけられる強い愛欲が、とても気持ちいい。私もこの子ぐらいだった頃、言われたことがありましたから。きっと今、同じ気持ちなのだと思います。私も、大人になったな。そんなことをしみじみ思いながら、受け入れていると。彼女は私のバストに吸い付き始めました。ルームセーターの生地が先端をくすぐります。

        「ん……」

        「え？　あ……起きてる？　お母さん」

        　私は、返事をしませんでした。本当なら、ここで止めてやるべきだったのでしょう。しかし、一線を越えました。彼女は、私のスプリングセーターをめくり上げると。そっと私の母である部分に吸い付きました。

        　ここからは、この場所では語ることのできない。

        　それはそれは熱情としたものです……。

        


        　

        　――Ｒ18母娘百合アンソロジーへ続く……。


        


        


        


        


        　

        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        四作目　お母さんと絵本を作る話　​ぽよぽよザンギ


        　小さい頃に見た夢は、いつもあなたがいました。

        「むかしむかし、あるところに……」

        　そんな優しい声から始まる、夢でした。

        　私は、人魚でした。

        　海のなかを泳いで魚、クジラ、海藻、貝、そしてお母さんといっしょに泳いでいました。お母さんは、とてもきれいでした。ドレスのように長いヒレ。水の流れに寄りそう髪。お母さんはいつも私の隣で泳いでいました。私も、一生懸命追いつこうとするのだけど、いつも、いっつもひとりぼっちになってしまいます。だから、私は探します。

        　時には、漁師に捕まることもありました。

        　時には、嵐で流されて。

        　時には、昆布が巻き付いてくることも。

        　ですが、そんな時にはいつもお母さんが現れて助けてくれるのです。だからなにも怖くなくて。私は、安心して不安になることができました。そんな風に育ってきたので。十八になってもまだ、私はつらいことがあるとお母さんのところに甘えに行くのです。

        「うぇぇぇぇぇ」

        「ふふ……もう、いい歳なんだから。しっかりしなさい。琴こと葉は」

        「無理だってばぁ。なんで高卒でいきなり本作らないといけないの!?　紙は？　ストーリーは？　広報は？　社外受注印刷会社（OEM）なのになんで？　おわー!!」

        「ふふふ……悩んでるわねぇ」

        「むっ。人ごとだと思って！」

        「そんなことないわよ。あなたならなんの心配もいらないから」

        「え……えへへへ……そうかなぁ……」

        「あいかわらずチョロいわねぇ」

        「チョロいって言わんでよ！」

        　ついつい昔の癖が出て。「言わないで！」が「言わんでよ！」になったりします。会社ではなるべく抑えますがお母さんの前ではしょうがないんです。

        「まぁまぁ。ひとつずつ、進めていかなかんで」

        「にひ。いかなかんでねぇ」

        「……もう。琴葉と話すと愛知の話し方が戻るでかんねぇ」

        「そだねぇ。戻るでかんねぇ」

        「もう！」

        　話し方というのは結構うつるもので。それを知っていたお母さんは、私が幼い頃。標準語にしてくれていました。さらに絵本もよく読み聞かせてくれていたので。標準語と上品語、絵本言葉がごちゃ混ぜになっています。なので、お母さんは「だわねぇ」「そうよねぇ」「かしら」「だわ」など。女性言葉をよく使います。そしてそれは、上品な人という認識に変わり。絵本に出てくるお姫様はすべて、お母さん。そして娘は私。だから、人魚姫が助けたのも、ラプンツェルに会いに来るのも、シンデレラの靴を拾うのも、お母さんと私。だから……。

        「――ボツでした」

        「あらら」

        「『母親と娘の絆物語は今時古い。昭和初期のコンテンツ。もっと刺激的なものを』だって……」

        「ずいぶんと絵本の世界も変わったわねぇ」

        「うーん。市場としては温まりすぎていて、それこそ某タレント南野……」

        「あらあら。あんまり言うと、出版停止になっちゃうわよ」

        「あ、そっか。まあいいや。とにかく、映画絵本ププルみたいに王道ストーリー、キャラクタ設定の場合は、タレントの知名度ありきになっちゃうんだよね。それこそあれはタレントの名前で売れたようなもので。批判するわけじゃないけど。作品がビジネスの商材に見えてやなんだよね。同じものを素人、しかもこんなちっちゃい印刷所が出したところで……」

        「まぁ、そもそも母親と娘の物語なんて、きれいに描きすぎな『夢物語』として終わっちゃうから、かしらね。毒親とかの方が受けるのよね。きっと」

        「そうかなぁ。私はお母さんみたいな人だったらずっといっしょにいたいと思うけど」

        「あら。プロポーズ？」

        「ずっとそのつもりだけど、お母さん鈍感だから苦労するよ」

        「え……あ……」

        「うーん……たぶんこういうことを考えるための新人研修みたいなもんだよね。イラストダイレクション（イラストの依頼のこと）の技術もいるし」

        「う、うん……」

        「ストーリーを組む技術、印刷を踏まえた物語の立て方とか……。難しいなぁ」

        「じゃ、じゃあ……私にひとつ案があるの……」

        「え？」

        「その、私ね」

        　

        「琴葉をもう一度産みたいなぁと思ったことがあるのね」

        　

        「えっと、大丈夫？」

        「だ、大丈夫よ」

        「前も言ってたじゃん。子どもを産むのは、しんどいって」

        「そ、そうだけど……」

        「お腹にいるときは吐き気と謎の痛みの連続。体内に二十四時間稼働全自動『苦痛』工場がある。ふつうの体調が一時間続けば幸せ」

        「そうねぇ」

        「産まれてからも気が抜けない。気がついたら夜。泥みたいに眠る。しかも一時間ぐらい。右ストレートが意外と痛い。口からいろんなものが飛んでくる。乳首がとれるかと思った。おっぱいが伸びる。謎のアザだらけ」

        「私が日記に書いたことじゃない。よ、よく覚えてるわねぇ」

        「そりゃそうだよ。将来の自分のことだもん」

        「だ、だったら……赤ちゃん産むのいやになったんじゃない？」

        「うーん……なんだろう……確かにしんどそうではあるんだけど。その分いっぱいなんかいいことも書いてあるんだよね」

        「いいこと……あぁ……」

        「うん。私の成長の記録から、たくさん大きくなったねぇ。みたいなこととか。かわいい、かわいい。かわいい。かわいい」

        「……今度見返そうかしら」

        「苦労が大きいのもあると思うんだけど、感動することも多くて。読んでて泣けてきた」

        「そう。そうなのよね。それで、二度とあんな思いはしたくない。って思いながらも、もう一回。って思うのよ。不思議よねぇ」

        「妹でも作る？」

        「うーん……どちらかというと、私は琴葉をもう一度産んであげたいなぁと思うのよ」

        「さっきも聞いたけど、聞き間違いではないんだね。だいぶ変なことを言ってますよ。お母様」

        「う」

        「その理由を聞かせてもらいましょう」

        「うーん……それこそ赤ちゃんってね、悪魔みたいに見えるときもあるのよ。でも、お父さんとか他の人には懐かないのに、私にだけは何の警戒もなく甘えてくれたりするの」

        「今でもそうです」

        「ふふ。そうね。ちっちゃい歯が少しずつ生えてきて、ついこの間まで寝転んでだっこ、だっこ。ってしてたと思ったら、次の季節には私の手を引いて公園に行こうとする。とにかくあなたの成長を感じられるのがすごくうれしかったのね」

        「へ、へへ……さすがに照れるなぁ……」

        「そう、だから。それを絵本にするといいのかなぁと思うの」

        「でもそれを子どもに読み聞かせてどうするの」

        「それは、絵本の違う形だと思うの。子どもに聞かせる絵本ではなくて。母親が気づくための絵本。それに、いつもは恥ずかしくて言えないことも、絵本を通してなら言えるでしょう？　絵本っていうのは、物語。どれだけ大きくなっても。その人にはその人にとっての大切な絵本があるわけで……」

        「あー、私にとっての『はじめてのおつかい』みたいな？」

        「そうそう。あなたまだ持ってるわよね」

        「ぼろぼろだけどね」

        「えぇ。本も、それが本望だと思うの」

        「……かけた？」

        「たまたまよ。話の腰を折らないの」

        「はい」

        「えっと、それで。それこそさっきのペパルとか」

        「ププルね」

        「プ……ププルとかっていうのはあまり根付くようなものではないと思うの。話題性があって、子どもに夢を与えられるかもしれない。ただそれは一過性のエンターテインメント。それが利点でもあるのだけれど。やっぱり子どもたちの中に残っていくのは絵本の中に入り込めるような作品だと思うの」

        「『子どもは絵本を体験する』っていう話と似てるね」

        「まさにその通りだと思うわ。自分たちが経験できる、もしくは経験したことをストレートに伝えるようなものが大事だと思うの。あなたが『これよんで！』っていうのは、そういう本か、私がちょっと手を加えた作品が多かったわ」

        「いつもふわふわしてるお母さんがそんなにちゃんと考えて生きてるとは思いませんでした」

        「も、もう！　ばかにして」

        「うん。でも、そうだね。絵本を持って、ひとりでスーパーに買い物に行ったの、覚えてるもん」

        「ふふ。ほほえましかったわねぇ。ずっと『とくのう、とくのう、とくのうぎゅーにゅー』って言ってたわ」

        「あー……恥ず……えっと、そのお母さんが手を加えたって部分。すごく気になる」

        「人魚姫は泡になって消えないし、王子様はお姫様」

        「あー」

        「シンデレラはいじめられてない。お姉様たちといっしょに舞踏会に行って。縫合が甘くてドレスがちぎれてきちゃうから、１２時に帰らないといけない。ガラスの靴を拾ったのもお姫様」

        「なーる」

        「ラプンツェルは閉じ込められてたわけじゃなくて、小鳥が遊びに来るから自分で塔に遊びに行っていて。夕方になるとお母さんが迎えにきていっしょに帰る」

        「どおりで私はお母さんが好きになったわけだ」

        「ふふ。計算通りよ」

        「じゃあ、女の子が好きなのも、お母さんと同い年の女優さんをおっかけるのも、お母さんのせいだ」

        「そうね。ただ、間違ったことをしたな。って反省はしてるの」

        「なんで？」

        「あなたの考え方が世間とずれてしまったから」

        「あー。なるほど」

        「お母さんね、昔から『なんで助けに来るのは王子様なの？』って思ってたのよ」

        「あー、うん。私も。みんな、お母さんと言ってること違うじゃん。って思ってた」

        「それは私のせいで。琴葉に友だちが少ないのも、きっと私のせいなのよねぇ」

        「ほ？」

        「琴葉、私にずっとべったりだし。考え方がちょっとズレてるから」

        「ふ？」

        「友だちは秋ちゃんだけだし」

        「うーん。まぁそうだけど」

        「だから、えっと。一般的に見て孤立してたわよ」

        「まって。私そんな立ち位置だったわけ？　自覚が微塵もない」

        「うーん……今の時代がそうかは分からないけれど。女の子のグループに入ってなかった時点でわりと……ねぇ」

        「しかも街の零細印刷所に就職」

        「そうそう。それこそ今の時代だからいいけれど。私が学生の頃だったら……お先真っ暗。孤独死ルート」

        「ひぇ……」

        「だから、私もいっしょにいられるまでずっといっしょにいてあげようって思ってたのよねぇ」

        「逆プロポーズじゃん！」

        「逆……？」

        「両思いってこと」

        「うーん……この場合は両思いって言っていいのかしら」

        「そうだよー。だって私、お母さんと付き合う予行演習だと思って、付き合ってたもん」

        「えぇ!?　だれと！」　

        「お母さんが唯一の友だちって思ってるだろう秋ちゃんと」

        「え」

        「キスもしたよ。その先はまだ」

        「あぁ!!　琴葉のファーストキスが!!」

        「いや。ファーストキスはお母さんでしょ。私、治療は終わったけど虫歯あるし」

        「ど、どういうこと？」

        「え？　生まれたてのころは虫歯菌を持ってないから、虫歯があるのは産まれたときにお母さんがキスしたからって」

        「えっと……それは半分迷信みたいなものだと思うわ」

        「うそ。じゃあ、お母さんがやたらと『ちゅっちゅ』してきてたっていうのは勘違い？」

        「それは単純に私の趣味」

        「いや。そっちの方がやばくない？」

        「やばくないわよ！　お母さんが大好きな娘にちゅーして何がいけないの！　やわらかくてふわふわでかわいいんだから！　幼稚園に上がった後は恥ずかしくなったのか、キスしようとすると『やー』って言うのが逆に……もうっっっっっ!!」

        「コエガデカイ。キモチワルイデス」

        「あ。ごめんなさい。本性が出たわ」

        「はぁ……まあいいや。それで。ひとつ思ったのですが」

        「はい」

        「ストーリー。お母さんお願いします。あとイラストも。私は編集、校正、レイアウト、印刷いたしますので」

        「あら。任されちゃった」

        「その都度、改善点等打診させていただきます」

        「あらあら。依頼だったら見返りがほしいわ」

        「んー……報酬は……その……私の時間……好きにしていいよ」

        「……えっちな子に育ったわ……好き……」

        「私はちょっと幻滅しつつあります」

        「えぇ!?」

        「まぁ、安心して。私をぜんぶあげるよ。今まで通り」

        「きゃーーーーーーー!!　い、いますぐ、抱いていいかしら……はぁ……はぁ……」

        「うぅ……キモい……」

        　――とまぁ、そんなこんなで一冊の本が出来上がったわけなのですが。

        　タイトルは『ほんとはやさしい童話』ほんこわシリーズをもじったものなのだけど。それが思ったよりも内輪でうけた。アンデルセン童話とグリム童話を改編したものだったから、バラエティに富んでいて。人魚姫、赤ずきん、シンデレラにラプンツェル。マッチ売りの少女にみにくいあひるのこ。誰でも一度は見たことがある作品たちに、ちょっと手を加えていった。表紙はベッドの上で親子が読み聞かせをしているイラスト。お母さんのタッチはこれまたかわいらしい水彩だったからぴったりで。今みなさまにお見せできないのが残念。

        　大きな流れだけ、教えておこうかな。

        　――夜になると、優しい声でお母さんが読み聞かせをしてくれます。

        　けれど、女の子は泣いてしまいます。

        　どうしたの？　

        　お母さんは聞きます。

        　どうして、おかあさんがいないの？　

        　どうして、おうじさまなの？　

        　どうして、さいごはかなしいの？

        　困ったお母さんは自分で絵本を描いてみました。

        　例えば人魚姫。ストーリーは、もうわかっています。だから、王子様をお姫様に扮したお母さんに。声を失うのは、ちょっとだけオンチになってしまうイタズラに。泡になって消えてしまうのはふたりで海と陸を行き来しながら楽しく暮らす展開に。

        　いろいろなお話で創作して。

        　３つのお話が終わる頃には、娘は寝ています。

        　そして、お母さんはそっとキスをして――

        　一冊は、それでおしまいです。ですから、１、２、３と続きました。残念がなら売れてはいません。ですが、ピンスタグラムやトイッターではちょっとだけ話題に。幼稚園に寄付したり、パンフレットのかわりに渡したりして。なにかと役に立ってくれています。私はというと、あまり注目を浴びませんでした。しかし、お母さんの方はイラストレーターとしてお小遣いをもらったり、ネット上で交流したりしています。柔らかいタッチはアニマルドローイングと相性が良く。電子書籍やハンドメイドサイトでそれなりに好評になりました。今ではなに不自由ない暮らしが出来るほどに……。

        「――はぁ」

        「あら、もうおしまい？　疲れちゃった？」

        「そりゃ、丸一日だよ。もう、腰がふにゃふにゃ」

        「ふふ。そうねぇ」

        「いくら好きにしていいって言ったって……。愛が重い」

        「あらぁ。いいじゃない。気持ちよかったでしょ？」

        「お母さんはどうなの。私、あんまり上手じゃないでしょ」

        「どうかしら。比べるものがないわ」

        「あっそ……」

        「ふぅ。一息ついたら、また描きましょうか。充電は満タンよー」

        「元気だなぁ……しかも、なんで私より人気なわけ」

        「もう。怒らないで。琴葉」

        「怒ってない。ただふてくされてるだけ」

        「ふふ。もう、ほら、ぎゅってしてあげる」

        「うー、さんざんしたじゃんかー」

        「いいじゃない。何度もしたいのよー」

        「うーん。まぁ、確かに」

        「そ・れ・に。これできっと、読んでくれた人たちは、私たちみたいになるわ」

        「……でもこれは、正しい姿なのかなぁって疑問はあるよ」

        「そうかしら。なら琴葉はいま、つらい？」

        「ううん。物心ついてから一番幸せ」

        「ならいいじゃない。好きな人が、お母さんでも、お姉ちゃんでも、妹でも」

        「……なんで全員家族で女の子なのかが気になるけどね」

        「性癖。私の」

        「う。だからそういう言い方しないで」

        「ふふ。まぁまぁ。事実だから」

        「はぁ……こんなにかわいい絵描くのになぁ……変態なんだよなぁ……」

        「あらあら。それは関係ないわよぅ」

        「……もうお母さんだけでいいんじゃないかなぁ」

        「そんなことないわ。私は絵、琴葉は物語。どちらが欠けても、だめでしょう？」

        「でもなー。文章は注目されないんだよなー」

        「そうかしら。好きよ。あなたの言葉」

        「あ、ありがと」

        「してるときの、琴葉の言葉もね。一言一句思い出せるわよ『もうちょっと……ん……そう……』って」

        「せっかくいい雰囲気だったのに！　そういうとこっ!!　ばかぁ！」

        「あら怖い」

        「もう……」

        「でも、やっと夢が叶ったわね」

        「……うん」

        「ちっちゃい頃から言ってたもんね。絵本を作りたいって」

        「あー……そっち？　覚えてたんだ……」

        「覚えてるわよ。あなたの言葉はぜんぶ、ね」

        「じゃあ私の夢ぜんぶ言ってみてよ」

        「まずは、絵本を作る、お母さんと旅行に行く、お母さんとお菓子を作る、お母さんとケーキ屋さんになる、お母さんとデートする……お母さんのお嫁さんになる」

        「あぁぁぁぁぁ……私そんなこと言ってたの」

        「えぇ。もっとあるわよ。お母さんとえ……」

        「もういい。分かった。それは毎晩やってるし。それで、えっと。お母さんの夢はなに」

        「ひ・み・つ」

        「にゃあ！　ずるいってば！」

        「ふふ。当てなくていいわ。正解だと思うことをひとつずつ当てていって？」

        「うわぁ……小悪魔だ……」

        「ふふ。よく言われたわ」

        「じゃ、じゃあ。私が思う、お母さんの夢のひとつ、えっと――」

        　

        「――大好きだよ、絵え里り」

        　

        「は……」

        「え、え、違った？」

        「う、ううん……えっと……あ……やだ……顔が熱いわ……」

        「まさか……図星？」

        「やだぁ。もう……。もちろん琴葉が私を、お母さんとして愛してくれるのもうれしいのよ？　というか私は、その、親子百合とか母娘百合、近親百合が好きなわけで……私がその当事者になれるなんて思ってなくて。しかも、名前で呼んでくるなんて。っていうことは恋人として。母親として。ひとりの人として。百合になれて。親子百合になれて……そんな……満たされすぎて怖いわ」

        「早口が、キモい。そして半分以上わかんない言葉だった」

        「あぁん！　純粋な琴葉かわいい！」

        「う。やめ……」

        「ふふふ。ずっといっしょにいてあげるからねぇ」

        「はぁ……もう……」

        　かくして私たちはふたりで作品作りをしていくことなるのです。それだけではありません。印刷所では私が主催の製本ワークショップ、お母さんが主催のイラスト、母娘百合・親子百合創作活動。それが高じてリモートコミケの壁サーになる……のはまた別のお話。

        　そしてお家で毎晩……をしたりして幸せに暮らしましたとさ。

        　

        　おしまい。


        


        


        


        　　


        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        五作目　Flower　七番


        　――もうすぐ美しい花が咲く。

        　世にも美しい、真っ白な花が。

        　この世で最も美しい、私の大好きな花が――

        　

        　†

        　

        　私は、人が嫌いだ。

        　ヒト種、ホモサピエンスがと言い換えてもいいかもしれない。道徳的だとか、そうでないだとか……そんなことは大した問題ではない。

        　あの種に纏わるものの多くが私の目には煩わしく、穢らわしく映った。

        　来る日も来る日も、目に映らない日はない有象無象……そんな中で、唯一日々の癒しとなったのは植物だけだった。

        　様々な色や形……とりわけそれらが咲かせる花々は最上の癒しになった。鮮やかな色に、機能に洗練された形の美しさ……普段の謙虚さとは一転して、一度花開いた後に見せるその生命に溢れた可憐さや優雅さは、ヒトには見られないものだった。いつしか、私の生活は同族のヒトよりも植物に寄り添うようなものになった。

        　そして、気付けばお小遣いやお年玉……懐に入る金銭の多くをそれらに割くようになっていた。

        　勿論、花屋など、商品を植物一本に絞って、植物達で儲けることに特化したような下卑た店で私がそれらを買うことはない。それぐらいなら、雑多に商品の一つとして扱っているホームセンターや園芸店で買う方が幾分かマシだ。

        　そこにある植物達は商品にする為の無駄な飾り立てをされていない。

        　娼館か奴隷市か、そんなような違いしかないが、私にはその方が幾分かよかった。そんな奴隷市場の中からお気に入りの数株を選び出して家に連れ帰る。そして、私の手で美しく花開かせるのだ。

        　それが、私のささやかなしみだった。

        　いつだったか、そうやって育てた花を学校の花壇に持っていったことがある。少しは、この美しさに共感できる個体が自分の周りにも一人や二人いるかもしれないと思ったからだ。

        　だが、そのくらいの年齢で植物に興味を示す同胞など滅多と存在するはずもなく……いさえすれば、私の人生も変わっていたのかもしれないが、結果としてはただ私の花壇が一つ増えただけであった。それでも、私は丹念に一人で彼女達の世話を続けた。

        　果たしてそれが都合良かったのか、あるいはクラスでも目立たない、友人の一人も持っていないような私に『友達』を作るためそうしたのか分からないが、気付けばいつしか園芸委員に任命され、サボりがほとんどな委員会の中で委員長まで勤めていた。

        　件の有象無象共に花壇を踏み荒らされる日がなかったわけではない。普通ならそこで諦めるだろう。しかし、『所詮はヒトの所業だ』との諦観を持っていた私はただ、卒業までその花壇に向き合い続けたのだった。要は、私には彼女達しか友人は居なかったのだから。

        　

        　†

        　

        　しかし、そんな私でも真っ当な人生を送ることはできた。所詮ヒトがそんなものだと知っていれば、その欲望を手繰りその隙間を縫って生きていくことはできたのだ。『狂人ほど自分を偽るのが上手い』と言うが、私のそれは少し趣が違う。美味い餌を撒いておけば飢えた狼もこちらを向かない……と言ったところだろうか。

        　そんな餌をしょっちゅう用意するのには、勿論骨が折れたが、そうとはいえ、私は私の愉しみを捨てることはなかった。そして、歳を重ねるうちに、より煩わしく思うようになったヒトという存在に対してはやはり、交わろうという気などはさらさら起こりはなかった。そう、あえていうのならチェスや将棋のようなボードゲームを駒の一つとしてプレイしているような……そんな人生だった。下手をすれば、自分の周囲など駒一つ分の価値も感じていなかったかもしれない。

        　しかし、ヒトが作り出す"というものはわからない。

        ある時、ふとした流行りの一つが私の目に留まったのだ。

        ――『草木葬』あるいは『植物葬』と呼ばれるものであった。

        　ヒトの遺体に草花、あるいは樹木の種子を植え付け、その上で埋葬するというものだ。遺骸を土に埋める為、防疫や感染防止の観点から一定の広さを持つ土地が必要という難点があったが、大樹や美しい花々として自らが生まれ変わることができると、一部の土地持ち、金持ちの間で流行り始めていたのだ。

        　それを望むヒトの本心など知ったことではなかったが、私はそれをチャンスだと思った。

        　少なくとも、埋葬のための土地が不要になる方法をその場でいくつか思い浮かべる事もできた。私程度が思いつくことだ。それくらいの問題なら、幾らかの企業が私がそれに取り組むまでにそれを解決してしまうだろう。

        　私に勝機があるとすれば、私が取り組むべき事があるとすればその後のこと。

        　そうして、私はその流行をもって自分の方針を定めた。

        　そして、幸いその読みは間違ってはいなかった。ことは思惑通りに進み、その後数年のうちに企業はその方法を編み出し、有名セレブ達が次々とその新しい葬儀方法を選んだ。そして、一般人にも手が届く『商品』となったそれに、人々は飛びつき、それは瞬く間に世界に広まっていった。本来、私はそれを嫌悪する側の人間であっただろう。しかし、私にとってこの流行の意味はそれだけではなかった。

        　セレブ達に便乗しただけ、といえばそうなのだろう。無論、それが一番の理由ではある……が、そのようなヒトの醜さと同時に納得もあった。

        　

        　――植物、特に花の美しさに飾られて迎える死

        　

        　それに憧れる気持ちは私にもあった。寧ろ、私がその流行に賛同の意を示すとするのなら、唯一、そして一番に強い思いはそこにあった。私も、そういう死を迎えたいと常々思っていたのだ。

        　

        　†

        　

        　そして、さらに時は流れた。

        　規程の学歴を積んで、目論見通りに私は草木葬に関係するトップ企業のポストに身を置いていた。技術研究職だ。まさに計画通り、と言ったところだろうか。部署も草木葬関連の研究室――正確には共生植物課という。

        　草木葬用の植物が人為的に作り出されて以来、ヒトに有用な共生植物の開発を目指して産学協同で作られた、鳴り物入りの研究分野……その企業側の最先鋒というわけだ。

        　まさかそこまで思い通り……いや、と言うべきか、そんな風に世界の情勢が変化するとまでは私も思ってはいなかった。私にとって、それが都合のいい変化であったことには変わりないのだが。

        　今ではついに、草木葬用の植物は本人が生きている間に自らの身体に植え込めるものになっている。かくして、共生植物は人々の生活に馴染みの深いものとなり。

        　そんな中、私も次の段階へと歩を進めようとしていた。

        　

        ――そして、その為に私は孤児院へと歩みを進めていた。

        　

        　†

        　

        　目をつけたのは『ある少女』だった。

        　ヒト嫌いの私が誰かと子を成すなどと、そんなことがあり得るはずなどない。配偶者などというものを探したり、選んだり……或いは添い遂げたりなど、そもそもヒト嫌いにはありえない。ましてや『ヒト』を自らの腹の中で育てるなど。嫌いな物にそんな手間のかかるような真似をしようはずがない。

        　とはいえ、実験材料としてそれが必要であるというのであれば、自明『養子』という形でそれを手に入れるのが最も簡単で手間のかからない方法だろう。なにより、孤児であるのならばある程度育った個体が手に入る……育成という面倒な手順。特に死亡率の高く、育成の失敗率の高い乳幼児〜幼児期という最も手の掛かる時期のコストを支払わなくて済むのだ。勿論、躾が済んでいる個体なら尚更いい。そんな条件を満たした上で、それなりに見目の良い個体を探し、見つけたのが彼女であった。

        　彼女は私が孤児院を訪ねた時、教室の隅に一人で座っていた。だが、他の子供達との遊びに混ざることができないという様子はなく、自らの意思でそれを選んだかのようだった。

        　黒い髪の美しい少女。

        　地味で目立たないような服装で身を固めており、ボサボサとした前髪が目元を隠している。後ろは背中の中央に掛かろうかというまでに無造作に伸びたように見える。しかし、年相応のキューティクルの美しさを除いても、濡羽色の色艶を持って輝いており、しっかりと手入れがなされている事をうかがわせていた。

        　よく見れば、その衣服もその髪質や髪型によく合うように、ファッションとしてまとまっている気さえする。地味で目立たないが、まとまりのある整った美しさとでもいうべきだろうか、そういう雰囲気を纏っている。

        　例えるなら野に咲く一輪の花というような。

        　目立ちはしないが、決して他には引けを取らず。

        　雑草に埋もれるような存在ではない……そんな少女。

        　クローズアップしすぎた視線を少しこちらに戻してみれば、彼女の傍らには多くの本が山積みになっており、代わりに、彼女が背にした壁と一体になった本棚からはごっそりと本が消えている。

        　最後の１ページを読み終えた彼女はその本を手元から左の山へと移し、そして、右の山から新しい本を手に取る……そうやって、全ての本を読破しようとしているのは明らかだった。

        「ねぇ、貴女……」

        　その手が次の本を開く前に、と彼女に声をかける。

        「……なに。おねぇさん」

        　黒曜石のような瞳がその前髪から覗く。

        　丸く、適度に潤んだ目、そして、転がる鈴の音のように澄んだ声が印象的だった。

        　――それは掘り出し物の一株を見つけた時の感覚にひどく似ていて。私は一眼で彼女を気に入ってしまった。

        「……貴女、お名前は？　良かったら、私のうちに来ない？」

        　後ろで他の生徒たちや孤児院のスタッフたちがざわめいている気配がする。

        　彼女のような存在をそんな程度にしか思っていなかったなどと、やはりヒトとは愚かだと改めて認識する。それほどまでに、彼女は私にとって魅力的な存在であった。

        「……お姉さんは？　名前を教えてくれない人には他には何も教えない」

        　理知に溢れた目が私を見返している。その程度で今更感心などはしないが、見ず知らずの大人にそう言い返せる度量は如何程のものだろう。

        「遥瑠ちゃんね？　私は。お姉さんね……お姉さんのウチの子になってくれる子を探しにきたの。遥瑠ちゃんは……どうかな？」

        「ふぅん？」

        　訝しむような目。

        　当たり前と言えば当たり前だ。親を失い、或いは親に捨てられ、そのあとは大人に値踏みされ続ける日々……或いは家族として受け入れられたのにまた捨てられる。などという事も場合によってはあるだろう。人間不信になる事など当たり前の事だ。そんな中で彼女は媚びも拒絶も私に返して来る事をしない。ただ、冷静に私を値踏みしている。

        　子供達のそういう行為や意思を無視して養子に迎えることも私達にはできないことではない。そう言う経験をした子供も孤児院には少なからずいるだろう……そういう知識や経験は共有される。にも拘わらず、だ。どこか、私に似た生態をこの個体は持っているのではないか。そんな感覚すら抱いた。

        「……いいよ」

        　そんな思考を私が巡らせている間に彼女も一つの結論を得たらしい。彼女は確かにそう言った。

        　そのあとはつつがなく。他の里親候補とのダブルブッキングがあったわけではなく、まして人格や経済力での問題などあるはずもない。外泊体験も問題なく終わって、晴れて私は彼女を引き取ることとなった。

        　ヒト嫌いの私が養子を迎えるなどと、確かに妙な話ではあったが、間違いなく、これからの私の道程には彼女が必要だったのだ。

        　

        　†

        　

        　そうして、彼女との生活は始まった。

        　遥瑠はとても聡い子で、言いつけも良く守り、なにより『生活』のできた子だった。それこそ、この子に両親、あるいは里親など要らないのではないかと思うほどに。

        　そもそもそれがこの子が孤児院に長く残る事になった原因らしい。世間風に言うならば『可愛くない子供』というやつで、私が孤児院のスタッフと外泊や縁組の最終手続きをしているときにも、しきりに『ほんとにあの子でいいのか』という台詞を吐くのを飽きるほど聞いたものだった。

        「遥瑠、今日は帰ってからもちょっと仕事をしないといけないと思うから、夕食は外食でいい？」

        「うん、いいよ。何時までに待ってればいい？」

        　外食というキーワードからそこまでのレスポンスを返せるのは彼女ならではだろう。

        　孤児院の頃と変わらず遥瑠には友人が少なく、外で遅くまで遊んでいるということは少ないのだが、図書館や図書室で本に夢中になり時間が経つのを忘れてしまうということがよくあった。

        「そうね……６時までには家を出たいから、それまでにはリビングで準備を終わらせておいてくれる？」

        「うん、わかった」

        「それから……」

        「お薬？　うん、わかってる」

        「うん。いい子ね」

        　そんなやり取りをして先に家を出る。

        　私の出発時間は早く、同時に家を出るとすれば彼女の学校の登校時間にはまだ早い。

        「鍵も忘れずにね？」

        「はーい」

        　少しの念押しをして私は通勤のために車に乗り込んだ。

        　

        　†

        　

        ――私と彼女には秘密がある。

        　

        　彼女は私の実験の『被験体』だ。彼女の他人と交わりたがらない性質は、私と近しいものであるからという理由の他に私の実験の為の被験体とするのに、その方が都合が良かったからというメリットがあった。どちらかと言えばそちらの方が大きな理由。その性質に目をつけた部分があった。交友関係が狭ければ狭くあるほど、秘密というものは隠しやすくなるからだ。

        　

        ――遥瑠の目からは花が咲いている。

        　

        　前髪で隠したその右目から花が咲いているのだ。眼底にしっかりと根を張った、共生植物の可愛らしい花が咲いている。周囲にはそれを彼女お気に入りの髪飾りだと言っている。彼女の右目を隠すように伸びたその前髪は、そう言い張るのに実に都合が良かった。そして彼女自身もその花を気に入っており。互いの秘密として共有し、秘匿することに同意してくれていた。

        　その花こそが、私が産み出した私の研究成果であった。

        　

        『ヒトと植物の共生』

        　

        　その理想、時流をさらにワンステップ押し進める存在として、彼女とあの植物は選ばれたのだ。

        ――勿論、私の独断ではあるが。

        　表には出せない私の研究概略を脳内で独りまとめていくうちにも、シークエンサーによる分析が弾き出した塩基配列が目の前のモニターを通じて私の網膜を横切っていく。こちらはヒトとの完全な共生関係を実現した『正規品』であり『完成品』あるいは『量産品』とでもいうべきもの。そういう特性を持った共生植物の塩基配列だ。

        　今はそのための最終チェック、共生対象への安全性を保障するための遺伝子配列、その挿入が確実に為されたかをサンプルを用いて確かめている段階である。

        　草木葬が一般的になり、人々が植物を体に埋め込んで生活できるようになった頃……ヒトは、生前に自らの死後を飾る花を、そして植物を選べるようになった。

        　同時に、ヒトは自らに有用な植物を、自ら選び。生前から共生植物をその生活に活かせないかという欲を抱くようになった。

        　例えば、共生植物の光合成を利用して老廃物を処理すると同時に、多くの酸素と糖分を自らの身しん体たいに送り込むことで本来以上のスペックを発揮する……などといった共生植物の使い方だ。私としては本意ではないが、確かに植物同士の共生関係はトマトとバジルなどのコンパニオンプランツと呼ばれる事例で知られているし、また一つの種だけに着目しても、アレロパシーと呼ばれるフィトンチッドやジャスモン酸などの生理活性物質による敵対種駆除効果……ヒトに対しては、アロマテラピーや各種生薬など、もはや言うまでもない数の科学的事実が知られている。確かに、それはヒトの欲を満たすのには充分な要件を満たしているのだろう。

        　あるいは、生きた花々でその身を飾れるようになるというだけでも、ヒトがそれに手を伸ばすには充分な理由になり得るのかもしれない。

        　ゲル泳動によるチェックはクリアしたが、果たして――

        　パソコンの画面をスクロールして読み込みが終わったデータを横目に、タグ配列を打ち込んで。配列データへの検索を行う。電気泳動でできるバンド像ではＤＮＡサイズによる大まかな確認はできても、配列のチェックまでは出来ない。曲がりなりにもヒトに埋め込むものなのだ、それくらいのレベルでのチェックは必要になる。

        　幸い、すぐにパソコンはタグ配列が目標遺伝子の配列と共にサンプルに導入されている事を知らせてくれた。

        　

        「よし」

        　

        　これで、今晩の持ち帰り仕事は長くなることが決定した。

        　あとは遥瑠との約束に遅れないように早く帰る準備をしなくては……。

        　パソコンをシャットダウンして、着たきりだった白衣をデスクの背もたれにかけておく。

        　メイクを直す必要は……ないだろう。

        　私は鞄を掴んで職場を後にした。

        　

        　†

        　

        　それが完成したのはさらにそれから数年後だった。

        　遥瑠も随分と大きくなり、数年前にはまだ、未熟に香る程度だった女性としての魅力をその身に備え始めていた。

        　彼女は素直で賢い子に育ったと思う。そして、私が見込んだ通りの美しい子へと育った。孤児院から彼女を引き取ったときにも感じた彼女自身の素質が、あの時からそれを約束していたのではあろうが、やはり、私の狙った通りに育ったというか、素質に従って予想した通りの仕上がりになったというか……彼女のその成長は、私にとっても喜ばしいものであった。

        　そう、例えて言うなれば昔、ホームセンターで投げ売りされていた鉢植えを、その魅力を存分に引き出した形で育て直す事ができた時のような……そんな喜びがあった。

        　何にせよ、私の見立ては間違っていなかったのだ。

        　遥瑠は、私から見ても魅力的な女性に育った。

        　どこに出しても恥ずかしくない娘、というのはこういう娘この事を言うのだろう。

        　勿論、から外へ出すつもりなど毛頭ないのだが。

        「遥瑠、準備はいい？」

        「うん、大丈夫だよ。お母さん」

        　植物の完成発表のために記者会見に向かう。

        　彼女の見た目なら、記者たちの目を惹く事は間違い無いだろう。だとすれば、尚の事この記者会見は価値のあるものになる。倫理面の問題はあるかもしれない。それは背負う覚悟だ。しかし、どちらかと言えばそれは大した問題ではない。

        　それすらも含めてこの記者会見には大きな意味があるからだ。

        　記者会見でのインパクトの大きさこそ、メディア。企業……ヒトに、最も意味のある物だ。ヒトとは単純な生き物で、インパクトの大きな事象には簡単に踊らされる。企業にも、投資家にも、あるいは政治家や法律家だのと言った一見障害になりかねない存在にすら、自分やその生産物の存在を示すために何かの大きなインパクトというものはありがたい事この上ない存在なのである。

        　

        　――無論、私にとっても。

        　

        　そう、正であれ負であれ大きな波は世界を変革するきっかけとなり得る。『動的平衡』常に拮抗し続ける力ではなく。

        　例えば、スクラップアンドビルド――破壊と再生をまるで打ち寄せる波のように繰り返し与え続ける――ような一見不均衡にも見える均衡。その絶えず打ち寄せ続ける波こそ、今のこの世を作り上げ、また変革する原動力なのだ。それには、最初の波が。最初の波紋が、生まれることが必要だ。そしてそれによって生み出された潮流を乗りこなすことこそが……。

        　

        　†

        　

        「――以上が新商品。我が社の新規共生植物の概略になります」

        　広報代表が商品の新規性、企業としてのヴィジョンを記者たちに説明し終える。

        「では、次に学術的見地からこの『新規共生植物』について、開発者である『白峯開発担当』から皆様にご説明を願いたいと思います」

        　そして、その言葉とともに記者たちのカメラとペンが一斉に私へとその矛先を向ける。

        「では、白峯博士お願いします」

        「――はい、ではご説明させていただきます」

        　私への呼びかけに、マイクを取り、一呼吸おいて説明を始める。ここでしくじるわけにはいかない。いや、しくじるわけもないのだが、重要な局面であることに変わりはない。

        「今回、我々が開発いたしました新規共生植物

        においてその最も大きな特徴は――」

        　その言葉に続けて次々と科学的事実とデータを記者たちの前に淡々と公開していく。

        　果たして、このうちの何人が目の前に表示される生理作用のカスケードやグラフ、その誤差バーの意味を理解しているのだろうか？　そんな疑問か浮かばない訳ではないが、知ったことではない。それに、何より彼らの関心はそんなところにありなどはしない。

        　記者たちが最も関心を向けているのは恐らく――

        「そして、彼女が最初の被験者である『白峯遥瑠』さんです」

        　ざわっと記者たちの間にどよめきが起こる。

        　それもそうだろう。餌に飛びつく犬のような目を見ればよくわかる。焦らしに焦らされ、漸く飛びつくことが許された『それ』こそが、彼らの関心の大元だ。むしろ、そこにしか関心がなかったと言っても間違いではないだろう。

        　それは遥瑠の見目の良さに対してか、あるいは倫理的言及がしたいのか。

        　――本当に、獣そのものだ。あさましい。

        　心に浮かんだ素直な感想をなんとか押し留める。

        「こんにちは。ご紹介に預かりました、白峯遥瑠です」

        　私に促され、遥瑠が記者達の前で挨拶程度に頭を下げる。

        　彼女にとって、この記者会見での役割はほぼそれだけだ。あとは適当な受け答えだけをすればいい。しかし、そうは言ってもそうさせたくないのが記者の性さがというやつだろう。

        「え〜、彼女に移植された共生植物はガランサス……これはヒガンバナ科の植物ですが、これらに代表される単子葉類は双子葉類に比べて成長が早く――」

        　記者達が質問を飛ばすより早く、遮るようにそんな言葉から説明を始める。

        　奴等が下衆な質問を飛ばしたいのは重々承知だがこれは、私の研究成果で私の記者会見だ。邪魔などさせはしない。質疑応答の時間まで黙っていてもらおう。

        　そんな威圧を込めて言葉を続ける。

        　承知だとも。お前達が遥瑠の美貌に浮かさていることも。

        　――あぁ、こういう道を選ばなければ。否。私が選ばなければ、彼女には芸能界入りをするという未来もあったのかもしれない。しかして彼女の見目は、大方私の予想通りの成果を上げたのだった。

        「では、質疑応答に。ご質問のある方から社名とお名前をよろしくお願いいたします」

        　司会の声で記者会見は最後の質疑応答へと移る。

        　大抵のことは予測済みだ。

        　例えば。

        『本当に共生は成立しているのか？』

        『人体実験ではないのか？』

        『倫理面での問題を感じないのか？』

        『今後、御自分にも移植の予定はありますか？』なんていう好ましい質問もあるかもしれない。

        　一つ目は酸素飽和度の恒常的な増加であるとか、それに伴う思考能力の向上、或いは彼女が植物を宿した右の視野において、むしろその視力が向上していることからすれば疑いようがない。

        　二つ目こそ少しグレーではあるものの。

        　三つ目など私に聴いてどうするのかという話だ。

        　正直な話、そんなことを心配するほどヒト全体のことなど好きになった覚えなどないし、その考えに同調できた覚えもない。

        　繰り返す様だが、そんな事を私に聴こうとするのが間違いなのだ。そんな質問の相手は広報か法務部に任せておけばいい。事実、それが彼らの役割なのだから社運をかけて如何様にでもしてくれるだろう。

        　そして、それ以外の質問であれば、プライベートな問題だとか、或いは口八丁とデータの提示で幾らでも記者をいなす準備は充分にできていた。

        　

        「――では、これにて記者会見を終了します」

        　

        　幕引きの合図が会場に響き渡る。

        　終わった。終わったのだ。後は、成り行きに任せればいい。そう思って私は肩の力を抜き、マイクを置いてパイプ椅子に身体を預ける事にした。

        「神のみぞ知る……か」

        　思わず、ガヤガヤと会場を去っていく記者たちの背中を見ながら、小さくそう呟いた。

        　

        　†

        　

        ――もうすぐ美しい花が咲く。

        　世にも美しい、真っ白な花が。

        　この世で最も美しい、私の大好きな花が。

        　この世界に、咲き誇る――

        　

        　†

        　

        　記者会見の後、その様子が報道されると、我が社への電話はひっきりなしだったらしい。

        　良くも悪くも、私が作成した新規共生植物とその開発法は世間で反響を呼び、ある種の富裕層や、また遥瑠を例に挙げればわかる通り、移植によるルックスの向上や個性の発露といった別側面は芸能界からも着目される事となった。

        　一部政治家が自らの見栄や宣伝の為に共生植物を批判しようとした事もかえっていい宣伝となったらしい。実際は社の資本が幾らか動き、それら反対派に鼻薬を嗅がせてやったという話も聞くが、上層部の命令であり、彼らもその鼻薬を受け入れたと言うのなら私なんかに言及すべき事など何もないだろう。

        　かくして、私が開発した共生植物はあっという間に世に出て、ヒトの間に広まる事となった。噂ではまたも海外セレブが火付け役になったとか、それが国内に留まらず海外でも一気に人気に火がついたのだと言う話も聞くが、やはり人は所詮ヒトなのだという感想を抱くだけに過ぎない。

        　ヒトがそれらの美しさを理解しているとは思えないし、私が喜ぶ事といえばそれらが世界に広がる事であって、好きでもないヒト種にその功績を認められる事でもないのだ。

        　そして、当の私はというと……遺伝子開発部で忙しくしている。私の作成した新規共生植物は、個人の希望によってそのベースとなる植物や共生による機能を選べる仕様となっており、新しいベース植物の適合や新規共生機能の開発の為に開発と検証に毎日余念がない。『充足している日々か』と訊かれれば、それに間違いはないだろう。

        　そんな日々を送っていた。

        　キャンペーンなども我が社だけにとどまらず、利用者の主導でも意図せず行われ、その評判と共に、順調に新規共生植物との共生はヒトの間で広まっている。

        　――植物が世界を満たす日も近いだろう。

        　私の耳元でエレムルスの花が揺れる。

        　遥瑠の次に、自分を実験体として移植した共生植物だ。本家エレムルスに比べれば、大きな花穂を作らなかったり、全体的に小型であったりと生活の邪魔にならないような特徴も備えているが、私自身はこの花に満足している。

        　作成の際はエピデンドラムとも迷ったのだが、私は私の夢を憧れで終わらせるつもりはなかった。

        　そして今、その『夢』が――

        　

        　†

        　　

        　――告白しよう。

        　私の夢は、この世界を美しい花で満たすことだ。

        　私の夢は、この世界から醜いものを消し去ることだ。

        　私の夢は、その両方を満たすことだ。

        　何を犠牲にしようとも。

        　もし、私を止められるものがあるとするならば……きっと、それは植物や花々よりも鮮烈な、あるいは洗練された美しさをもったものだろう。　　　　　　　　　　　　　　　

        　あるいは、私の計算を超えてこの一つの破滅を回避する手段がヒトにあるとするならば……唯一、それは生き物としてのヒトの浅ましさや愚かさではなく、ヒトがヒトであることを誇れる様な何かであるのだろう。

        　それがどんなものであるのか、私には知った事ではない。

        　恐らく私の計画は、私の夢の実現に向かってなんの障害もなく走り続けるであろう。

        　キーは、たった一つ。

        　世界に広まった植物達の背中を、ほんの僅か押してやれば良い。

        　そのためのツールは、私の手の内にある。

        　ほんの僅か、タイミングを見計らっての、その一押しで全ては完結する。

        　遥瑠に埋め込まれた最初の共生植物……。

        　私が直々にゼロから作り上げた、プロトタイプとも呼ぶべきその個体のみに、その仕組みは備わっている。

        　ある種の、普通ならば日常生活ではまず与えられるはずのない化学的な刺激を与えてやるだけで、トリガーは引かれ、反応は次々と連鎖する。

        　そのための薬剤も既に準備済みで。それを植物本体ではなく、宿主である彼女に注射するだけ――というお手軽なものである。

        　一度彼女に薬剤が注射されれば、彼女に注射された薬剤は、彼女の体内で共生植物が持つに反応するリガンドを作り出し、それを受けた植物はプロモーター配列のロックを解除して、今まで休眠させてきた生理活性物質の生産機能を再稼働させる。仕組まれた爆弾ともいえるその遺伝子配列から合成され、生産された生理活性物質は植物表面から気孔を通じて放出され、そしてその他全て……完成品として世に出た共生植物に全てに作用し、彼女のものと同様の反応を全ての個体で引き起こす。

        　そして同時に、ヒトとの共生を放棄し、共生者を、あるいはヒトという種を苗床に大輪の花を咲かせるのだ。

        　勿論、一度このトリガーを引けば後戻りなど出来はしない。滝を流れ落ちる水を手のひらのみで堰き止めようとするが如く、一度起こり始めた連鎖反応は止められない。

        　そして、遥瑠は勿論のこと。私とてその作用から逃れることはできない。私はそんな風な、甘い作りで彼女達を作ってはいない。むしろ爆心地とでも言うべき、この事変の始まりとなる場所に居合わせることになる私達には、そもそもそこから逃れる術などありはしないのだ。

        　決行は、共生植物の普及率がおおよそ75％。理想を言えば100％となった瞬間だ。

        　その日決行の日――私の夢が実現する日――は、近いように思えた。

        　

        　もうすぐ美しい花が咲く。

        　世にも美しい、真っ白な花が。

        　この世で最も美しい、私の大好きな花が。

        　スノードロップのその花が。

        　可憐に佇むその花が。

        　

        「良いよ」

        　

        　と、その日私は答えた。

        　忘れもしない、その日。

        　お母さんの実験体になることを許諾したその日、私はそう答えた。

        　自暴自棄もあったのかもしれない、もしくはよく分かっていなかったのかもしれないし、お母さんの言う事なら安心だという変な信頼があったのかも。あるいはお母さんに同調していた部分もあったのかもしれない。けれど、私は――当時の私は、『私を拾ってくれたお母さんに恩返しがしたい』と、純粋な気持ちでそれに同意したのを覚えている。

        　

        「いいのね？」

        　そう聞き返したお母さんの顔に浮かんでいた表情も。

        　

        「私でいいの？」

        　そう聞き返した自分の事も。

        　

        「……ありがとう」

        　その感謝の言葉も。

        　

        　その後、私の眼球に触れたラテックス越しの彼女の指の感覚も。

        　そして、指の合間から覗いていた彼女の表情も。

        　最初からそれは仕組まれていたことだったのかもしれない。それも、お母さんによって。

        　お母さんと私の間に血の繋がりはない。本来ならお義母さんと呼ぶのが正しいのだろう。しかし、彼女こそが私にとって最も母親らしい母親であったこともまた確かなのだ。

        　だから、私はそれを受け入れた。

        　それも自分の意思で。たとえ、お母さんが私がそう答える事を望んで、事前に全てを仕組んでいたのだとしても、私はその事実を譲るつもりはない。私は望んで彼女の実験体になったのだ。すべては彼女の為に、そして、私の為に。

        　それ以外の事をする必要があっただろうか？

        　例えば、他人の為になるような事など。そんな不要な苦労をすでに生まれてこの方、何年も、無理矢理に背負わされてきていたというのに。

        　私の母はひどい女だった。私の出自を知れば、だから私があんなところ孤児院にいたのだという事が理解できるだろう。別になんのことはない、他の子同様、搾取され、暴力を受けたり……そういった事があっただけだ。

        　母は頭の良い私が好きだった。いずれ、自らを飾る良いアクセサリーになるだろうとでも思っていたのだろう。幸い、私もその期待に応えることはできていた。

        ――最初のうちはそれで良かった。

        　だが、それも崩壊する。母は身を持ち崩し、捨てられた。そして、私に投資する金が無くなったのだ。頭のいい私は、みるみるうちに母にとって邪魔なものになった。それもそうだろう、いかに娘の頭が良かったとしても、有名な学校に入れなければアクセサリーとしてのネームバリューは生まれない。そして、そのためにはお金がいる……つまり、お金という片輪を失くしてしまった時点で私の魅力は無くなってしまっていたのだ。しかし、当の私は『私が賢くなると母が喜ぶ』というのをなまじ知っていたから、勉強をして頭が良くなれば優しい母は戻ってくるのだと信じ込んでいた。

        　今となってみれば、その当時から母は優しいと言える存在では無かった。教育熱心ではあるが自堕落で、同時に厳しい人でもあったから、勉強をサボったり、成績が悪かったりすると、たちまち私を叱り付てくる存在だった。期待に応えられない私が悪いのだ……と思っていたけれど……。

        　――閑話休題。

        　そういう奴だ。考え方が反転した時ほど恐ろしいものはない。母は、彼女の関心を取り戻そうと、ひたすら勉強を続ける私を疎ましく感じ始めたのだ。まぁ、道理と言えば道理だったのだろう。母は掌を返したように、『勉強をやめろ』と私に迫ってきたのだ。かといって、当の私にとっては、それは優しい母を取り戻す唯一の手段だったのだから、たまったものではない。そうやって狂った歯車は、容易く母を虐待行為へと導いた。後はお察しの通りである。

        　無数の青痣や擦り傷、そして弱視になってしまった右眼を抱えて、私が例の孤児院に収容されるまでそれは続いた。

        　それでも、私は勉強を続けていたのだという。中毒していたのかも知れない。当時のことはよく覚えていないが、きっとそういうものだったのだろう。そうしていつの間にか、持ち込んだ教科書や参考書……そういったものを私は読み終えてしまった。

        『凄い』

        『素晴らしい』

        『偉い』

        　そんな陳腐な感想はやめて欲しい。

        『だけどそうやって他人ひとより先に進んだんだろう？』という想像も、あまりにも陳腐だ。私は勉強そこに過去の『比較的楽しかった思い出』を見出していたに過ぎず、そして、それが終わってしまった……。つまり『出来なくなった』という事は即ち、『もう永遠にあの頃には帰れないのだ』という恐怖や、強迫観念を突き付けられた瞬間であったのだ。

        　私は、奇声を発して暴れ出したくなる程のパニックを起こしていた。心の奥底へとその衝動を抑え付けることには成功していたものの、とにかくその状況……『もう、勉強する事が無い』という状況をなんとか打破しなくてはならない、その為に何かしなくてはならないという考えに、幼い私はその瞬間、脳内を支配されてしまったのだ。

        　そして、混乱した私の脳は苦し紛れに、孤児院にある本を手当たり次第に読むという解決法を私に提示した。強迫観念に浮かされるまま、私は備え付けの本を手に取った。

        　

        ――それが、良かったのだろうか。

        　

        　結果として、私は勉強ではなく、学ぶ事の楽しさを知る事になった。母の元にいた頃は、良い成績取るためだけに存在していた『知識』という存在が、本当は自らに、あるいは人に精神的な潤いを与える存在でもあるという事にその時初めて気付いたのだ。

        　それもそうだろう。私が母から与えられていた本は、母のアクセサリーとしての私を磨くためのもので、実用知識以外のことが記載されているようなものではなかったのだから。それに対して、その時偶然にも手に取った、その辺の本とでもいうべき孤児院備え付けの本は、実用性の無い知識に溢れた本で、それは私にとって鮮烈なものであった。今までの私には無い種類の知識……例えばタンポポの根で作るコーヒー。コーヒーはコーヒー豆で淹れるもので、コーヒー豆も手に入りにくいどころか、今ではインスタントもあるし、そんな知識を誰も必要とはしない。しかし、そんな知識を一つ手に入れるだけで、ただのタンポポが生えているだけの景色が、以前とは違って見えたのだ。例えばそれは、買ってもらった玩具の指輪を、初めて指に通して歩いた散歩道のように……真新しいアクセサリーを手に入れた日のような感動を私に与えたのだ。母がアクセサリーに夢中になったように、私はたちまちそれに夢中になった。

        　しかし一方で、母の虐待の影響である人間不信は治ることがなく……。そうして、たちまちのうちに……『お母さん』と出会うまでの間、私はただの本の虫と化したのである。

        　そう、たっぷりと時間は余っていたから。

        　

        　†

        　

        　母が私に与えた人間不信は、私から人と接する機会を奪っていた。

        　孤児院で過ごす時を、私はただひたすら本を読み、自らの世界を広げることに費やしていた。あるいは、自らが身につけられるアクセサリーの数を増やすことに、それを費やしていたと言い換える事も出来るかもしれない。母の教育の賜物とも言うべきか、学校で学ぶ様な事については苦労していなかったし、もっぱら勉強時間も、本来遊びに使う時間もそれに費やしていた。

        　いつしか、心配した寮母さんが他の子と遊ぶようにと、私に勧めてくれた事もあった。だが既に本の虫となっていた私にはそんな子達と遊ぶ体力もなく、そもそも人間不信から友情というものに関心を抱けなくなっていた私は、すぐにその無駄な試みに取り組むのをやめてしまったのだった。

        　せめて、同じように本を読む子がいれば一緒に本を読んで遊ぶという事はできたかもしれない。だが、残念ながら所謂ブっている子の中にしかそんな子供はおらず、院の子供達が本を読んで見せるのは里親候補が現れた時だけで、しかもそう言う子ほど早くに里親の元に貰われていったのである。

        　結果として、本という知識の小部屋に独りで引きこもることになった私は、存分に知識の裾野を広げていく事をただ楽しんだ。そこ本の世界に居れば、全てを忘れていられたのだ。

        　特に興味を持ったのは植物だった。

        　花の図鑑や木の図鑑、それらのページをめくってはその美しさ、そして彼女達にまつわる夢のようなエピソードに夢中になっていた。そして、同時にもともと薄れていた周囲への関心はさらに薄れ、ほぼ『無』になっていた。幼稚な人間の相手など、時間の無駄でしかなくなっていたのだ。

        　そうして、完全に知識の虜となっていた頃……。

        　現れたのが今の母……つまり、お母さんであった。

        　勿論、最初は彼女への関心など毛ほどもなかった。

        　ただ……彼女は私が読んでいた本を見て、微笑んだのだ。私を見て"ではなく読んでいた本を見て。そんなことをする相手には初めて出会った。だから、最初はまず単純に驚いた。寮母さんたちですら、日がな一日を本と共に過ごすだけの私を、あるいは年相応の可愛げを持たない私を気味悪がって、近づく事もあまりしなかったのにだ。

        　そんな私のそばに近寄って、なおかつ本の内容を見て笑ったのだ。それに、彼女は他の里親候補のように無遠慮に読書中の私に話しかける事もしなかった。それがどれほど衝撃的だったのか、多くの他人ひとには分からないだろう。

        　そんな彼女に、私はどうしても興味を惹かれてしまったのだ。

        　今まで見たことのないタイプの人間、今まで見たことのないタイプの大人だった。

        　もしかすると彼女となら上手くやれるかもしれない……そう思って、私は彼女を観察する事にした。

        　……そう。もしかするとこの人は私と同族なのかもしれない――と。後のことは……そう、彼女と出会ったその日から、トライアルの時のことも含めて、私の予想は当たっていたと言っていい。

        　彼女もまた、周囲から孤立した……いや、周囲を拒絶し、生物学的な同族に興味を持てない人間だった。

        　なのに、そんな人が私を養子に取りたいと言う。私は彼女と暮らす事で真の同族を得た気分にはなれていたが、彼女は私と違って、自ら彼女の周囲を、比較的アクティブに拒絶した存在だった。寧ろ、周りには誰もいない方が彼女にとっては居心地がいいはずなのだ。それなのに……。『無償の愛』そんなものが私を引き取った理由であると信じる程、私は素直でも子供でもなかった。だから、同族として……周囲から孤立した者として、植物を愛する者として、その理由を訊いてみたいと思ったのだ。

        「貴女は、私にとってのモルモットなのよ。そうするために私は孤児院から貴女を引き取ったの」

        　いつまでも誤魔化しているわけにはいけない、そして、いつまでも誤魔化せるわけではないと思ったのだろう。まさにその通りのことを言って、彼女は私にその理由を話してくれた。

        「貴女は最高の逸材だったわ。そうね……もしかすると一目惚れっていうのはこういうことを言うのかも知れないわね。私が求める全ての条件を満たしていたのは貴女だけだった」

        　まず最初にそう言って、彼女は彼女の身の上をポツリポツリと、しかし、正直に話してくれたのだった。ヒトという同族に興味を抱けない事、その中での救いが植物達であった事、いずれは自分もそうなりたいと思っていた事……そして研究のこととその内容。

        「私でいいの……？」

        　全てを聴いた後、思わず私はそう訊き返していた。

        　彼女の人生、その終着点や集大成に当たるものが私で良いのだろうか？　と。

        　それに相応しいのが本当に私なのだろうかと。

        　彼女の人生に共感するものは多々ある。考えや、嗜好も多く共通している。もしかしたら、私も長く生きればそういう結論に至るのかもしれない。

        　けれど、だからといってその結末に相応しいのは私なのだろうか。

        「勿論。貴女は私にとって、最高の逸材よ？」

        　だが、そんな心配を他所に、彼女は私の質問に対してさも当然のようにそう返した。

        　それで、覚悟が決まったと言っていい。

        　私も美しい花になれるのなら。

        　美しいアクセサリーになれるのなら。

        　そして、私を見つけてくれた彼女に尽くせるのなら――

        　

        「――わかった」

        　

        　そう返した夜の事を憶えている。

        　

        　†

        　

        　もうすぐ美しい花が咲く。

        　世にも美しい、真っ白な花が。

        　この世で最も美しい、私の大好きな花が。

        　きっと、世界に咲き誇る。

        　

        　なのに、なのに――！

        　私は、手にした注射器を使うことができずにいた。僅か15㎖にも満たない薬液……かなり細身の注射器すら満たせない量のその薬液を、遥瑠の身体に注入しさえすれば、全てが終わるというのに。

        　第一、当の彼女が自らうなじを露わにし、その薬液が私の手で、己が肉体へと投与されるのを待っている状態だというのに。

        　私は、何を戸惑っているのだろう。

        　何に手間取っているのだろう。

        「……お母さん？」

        　私の様子を察してか、髪を下ろして彼女が振り返る。

        「は、遥瑠……」

        　声を出してみて、初めて気が付いた。私の声が、震えている。いや、声だけではない……注射器を握る手が、いや、身体全体が小刻みに震えている。

        「お母さん、大丈夫……？」

        　そんな私を見かねたのか、彼女が私を案ずる声を投げかける。私がこの注射を打つ事で、彼女の命が奪われてしまう事すら知っていながら。

        　――白い花の咲く光景。

        　もう一度その様子を幻視する。

        　幾度も見た、しかし見飽きぬ美しい光景。私の理想とする光景。見たいと願う光景。

        　――大丈夫だ。きっと、大丈夫。

        　そう言い聞かせても、身体の震えは止まってくれなかった。

        「す、少し緊張しているみたい……ごめんね、遥瑠」

        　このまま取り落として薬液を無駄にするわけにもいかない。そう思ってガラステーブルの上に注射器を置き直す。

        「お母さん……」

        　ギシリ、と音がして向き直った遥瑠の身体が私にしなだれかかって来る。革張りのソファと衣服が擦れる音、衣擦れと、またソファのスプリングの軋む音。

        　気が付けば、私は遥瑠に抱きしめられる形になっていた。

        「遥瑠……」

        　まだ、私の身体は震えている。

        「お母さん、……怖い？」

        「な、何を言ってるの、遥瑠？　それに、それだったら貴女の方が……分かってるの？　貴女、死ぬのよ？　殺されるの。本当に分かっているのっ!?」

        　そう、本当に怖いのは彼女の筈だ。

        ――なのに。

        「いいよ、私は」

        「遥……瑠……？」

        「とうの昔に覚悟は決まってたから。……それに、お母さんに、お母さんの夢のために使われるなら、私は怖くない」

        　微笑む、遥瑠。

        　いつのまにか彼女の腕は緩められていて、私と彼女は互いの顔を見つめ合っていた。

        「ほら、お母さん。頑張って」

        　そう言って彼女が私の手に再び注射器を握らせる。

        ――あぁ、そうか。私が本当に怖いのは――

        　彼女を空いている片腕でぎゅっと抱き寄せる。

        「お母さん」

        　きっと、貴女はそれを口にせずに、再び髪をかき上げて、うなじを私に対して露わにしたのだろう。まるで私を促すように。あるいは急かすように。

        「遥瑠」

        　注射器を握った腕を持ち上げる。

        　そして――。

        


        　

        


        


        


        


        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        六作目　虹色あじさいとてるてるむすめ　​保編撫子

        　

        　


        「これは？」

        「それも、あじさいよ」

        「うーん。わかんないー」

        「この葉っぱの形を覚えるといいわよ」

        「らんたなもこういうかたち」

        「あー……そうねぇ」

        「むー」

        　お休みになると、長靴にレインコート。お気に入りの傘を持って玄関で座ってる小さなてるてるむすめ。お家の中は、雨降ってないわよ。そう言っても、あなたは傘を閉じなくて。くるくると回して外を見て。

        　部屋干しが多くなるからこの季節は憂鬱なのだけれど。そんなあなたの姿を見たら、なんだかうれしくなってしまう。

        　待ちきれなくて私を呼びに来た、小さなてるてるむすめさんは。なにか気になったのかしら。窓から庭を見るあなたの視線。子猫のように丸い瞳が鏡のようにガラスに映る。

        　あなたには、なにが見えているの。雨粒ひとつひとつ。葉を跳ねる水滴、ゆっくりと動くかたつむり、湿る土、雨宿りするネコ。暗い雲とそのすきまに見える太陽。ううん。それだけではないのでしょうね。その瞳に映るのは私たち大人が失ったいろいろなもの。たくさんの宝物。

        「おかーさんまだぁ？」

        「まーだ。乾燥機待ちよ」

        「むー。かんそうき、おさぼり」

        「でも美羽が手伝ってくれれば早く終わるかもしれないわよー」

        「そうなの？　じゃあ、みうがぱたぱたする！」

        「ふふ。はいはい。じゃあ、これお願いね」

        「うん！」

        　小さなハンカチは、だれよりも早く乾いて。それを一生懸命ぱたぱたするあなたはとてもかわいらしくて。きっと、私の真似をしてるのね。とても上手だわ。

        　しばらくすると、私もあなたもうでが疲れてしまったから。座り込んで。残りは乾燥機にお任せで。私もしばらく休憩。

        　あなたの隣に座ると、上目遣い。うなずくと。いそいそと私の上に。

        　レインコートのなんとも言えない音が耳に心地良い。

        　こんな時、現代の家庭ならばゲームかスマートフォン、テレビが当たり前。けれど私のなかでデジタルは視野を狭めるもの。そういう感覚があって。この子にはたくさんのものにふれてほしいから。自分でデジタル媒体にふれたいと思うまでは遠ざけることにしたの。そうすると、私たちもだんだんと必要がなくなってきて。スマートフォンも知らないうちに電源が落ちている。なんてこともよくあるの。

        　――なくてはならないものの代表としてあげられることが多いスマホ。けれど、ないことで安心を得られるものでもあって。なによりも、家族を大切に思う機会が、増えたのでした。

        　特に美み羽う。あなたは一日一日大きくなっていく。ううん。一秒、一秒のとてつもない早さで。忙しさに巻き込まれるうちに。あなたは私を必要としなくなる。それは喜ぶべき事で。ただ、少し寂しくて。だから、そんなあなたを記憶に刻むのに、スマートフォンはあまりに情報が多すぎるの。だから、手持ち無沙汰だったりちょっとした暇はいろいろなものを見るいい機会。

        　それに、この子は暇つぶしの天才で。私が家事をしている間、この子も暇を持て余すこともよくあるけれど。発想豊かに遊ぶものがないなら、創ってしまう。通販のダンボール、サランラップの筒、床に落ちた私の髪の毛、そして私のお腹。すべてがあなたにとって大切なおもちゃたち。

        「ふふ。くすぐったいわ」

        「ふわふわ」

        「ねー。昔はもっとスレンダーだったのよ」

        「すれんだーってなに」

        「きれいってことよ」

        「おかーさんはずっときれい」

        「ふふ。ありがと」

        「みうもきれいになるかな」

        「なれるわ。お母さんの娘だもの」

        「じゃあ、じゃあ。おかーさんもみうのことすきになる？」

        「もう大好きよ？」

        「えっとね、もっとなの。もっと、もっっっっっっっっと」

        「そうね、今の好きじゃ足りないかしら」

        「えーっと……まえね、おばちゃんがね。おしえてくれたの」

        「あら。おねぇが？」

        「うん。おかーさんはおんなのこがすきだから。みうもおんなのこだから、きれいになるとこいびとになるだから」

        「ふふ。だからはひとつでいいのよ」

        「あ、うん。えっと……おかーさんはおんなのこすきだから、みう、こいびと」

        「……そう、ね」

        　おねぇは、いつも本当のことを言ってしまう。私はおねぇのそういう所が苦手だったのだけれど。そのおかげで今の生活があるのもまた事実。そうでなければ、恋人である里り奈なとはいっしょにいられなかったはずで。けれど妹として、母として、そして妻としては少し複雑な心境。

        「こいびとになるとね、ちゅーとかできるの。りなみたいに、おかーさんとえっちなこともするの」

        「はぁ（エッチの意味も分からない小さな子になにを教えてるのよ……おねぇ……）」

        「でね。でね。りなはね。みうもすきだけど。おかーさんとっちゃうからちょっとむーなの」

        「そう。でも里り奈ながお仕事行ってるときはお母さんは美羽だけでしょ？」

        「ずっと、みうだけがいい」

        「そう……」

        　里奈。美羽がそう呼んでいるのは、私のパートナー。私が専業主婦として家にいられるのも彼女がいるからで。本来なら頭が上がらないのだけど。「私は家事とか出来ないからね。お互いに欠けたところを埋めていこうよ」そう言ってくれる。

        　この子は、本当に小さいときから里奈に嫉妬していた。里奈が私にふれようとすると、泣き出したり癇癪を起こしたり。それは里奈にとってきっとおもしろくないことのはずなのに。「大切な人が、大切な人に愛されて、不満に思うはずわけないでしょ」なんて強がって。またひとつ、受け持つ依頼を増やしていた。自分を忙しくすることで、負の感情を忘れるのはあなたのいつものくせ。。

        　この子の周りにはおねぇ、私、里奈。つまりは女性しかいない。それは私のせいで。この関係は美羽にとっていいことなのか、悪いことなのか。今、ううん。これからも分からないのかもしれない。けれど、私は優柔不断だから。答えを出さないといけないときが来るまでは。小さな恋人と、今こうして玄関からどたどたと歩いてくる大きな恋人。ふたりを平等に好きでいたい。

        「あーーーーー。づがれだーーーーー！」

        「あら。お疲れさま。里奈」

        「うん。一息ついたよ。リモートも意外と楽じゃないね」

        「りなだ！　おつかれー」

        「あ！　美羽！　お母さんに甘えてるな！」

        「うわぁ！　こないでー」

        「む！　その態度はなんだ！　美羽のもうひとりのお母さんだぞ！」

        「ちがうもん！　りなはりなだもん！」

        「あはは。たしかに。それは百歩譲るとして」

        「むー。なにー」

        「お母さんのぷにぷにお腹は美羽だけのものだっけ？」

        「みうと……の」

        「きこえないなぁ？」

        「みうと、りなのもの！」

        「あ、あはは……もう。私のお腹は私のものよ。ふたりとも」

        「じゃあ、私はおっぱいをもらおうかな」

        「だめぇ！　ぜんぶみうの！」

        「それ！」

        　普段は冷静で凜とした里奈も、美羽といっしょになるとこうしてわがままな子になってしまう。それは里奈なりの美羽との接し方で。もうひとりのお母さんと言いつつも、姉妹のように仲良く、私に甘えてくる。それを重荷に感じなかったわけではない。けれど、これこそが私がここにいていい理由にもなり得た。

        　それこそ、美羽が産まれる前は里奈も今みたいに、楽しげな雰囲気ではなく。妖しげで。甘えたいときは、ベッドで愛し合う。そんな関係だった。でも今それはなくて。少し、さみしくはあるのだけれど、ふたりの温度を感じているとなんだか安心してしまった。乾燥機が、私を呼ぶのだけど。なんだか、動く気になれなくて。少しの沈黙が流れる。

        「また、悩んでたでしょ」

        「そんなこと……ないわ……」

        「だめだよ。ひとりで抱えちゃ。私がいる」

        「みうもいる！」

        「だってさ」

        「ふふ……もう……愛が重いわ」

        「みんなの重みだ。愛も、悩みも」

        「えぇ……」

        「みんないっしょー」

        「お、美羽分かってるなぁ。お母さんより頭いいかもな」

        「にひひー」

        「……もし本当にだめなら、教えて一葉かずは。いつでも忘れさせてあげるから」

        「っ！　子どもの前でなに言ってるの！」

        「あー！　ないしょばなしー！」

        「私たちは恋人同士だからいいんだよー」

        「みうだっておかあさんとこいびとだもん！」

        「お。おばちゃんにいれ知恵されたな。英才教育の始まりだ」

        「もう……」

        　気づけば雨が上がっていた。

        　紫陽花の上をすべる玉雫が反射して虹を孕む。

        　それを見つけた美羽は、ぴょこんと飛び上がって私たちの腕を引っ張っていく。

        　私と里奈は「行きますか」そう見つめ合って。

        　わがままなてるてるむすめさんを真ん中にして、また歩き始めた。

        　


        


        


        


        


        　

        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        七作目　生まれ出ずるその地にて　Lilium Anthems


        　お母さんの手から、ほわっと花が咲きます。

        　これは手品じゃなくて。錬金術。

        　そう、私はホムンクルスでお母さんは錬金術師なのです。

        　令和といわれていた時代のもっと、もっと先。

        　錬金術師が当たり前に存在する世界で私は生まれました。

        　お母さんのお腹から。花の身体を持ったホムンクルスとして。

        　たくさんの花たちが歌うように咲き誇るグラステラリウムで私たちは暮らしています。

        　今日は、その暮らしをちょっとだけ紹介しようと思います――。

        「――ふんげぇ！」

        「ふふ。おはよう。アイリス」

        　私の頭をなでてくれるのは、お母さん。マリア・フローレンスです。

        　優しい瞳に、ゆったりとした声。凜とした姿は私の憧れです。

        　私は寝起きが良く（？）て。

        　びっくりしたみたいに飛び起きた後は、もう意識がはっきりしています。

        　朝日を浴びて外を見ていると、小夜啼鳥さよなきどりナイチンゲールの声が聞こえます。

        　お母さんに髪を整えてもらっているときに、手を上に。

        　するとナイチンゲールは私の手に止まります。

        　そしてお母さんが私の手のひらに、花の種をさらさらと入れてくれます。

        　それをついばむ小さいお友だち。

        　くちばしの先が手のひらに当たってくすぐったいです。

        　今日は、二羽。数は日によって違います。

        　種がなくなる頃には、私の髪はきれいになっています。

        「ありがと！　お母さん」

        「今日もかわいいわ。アイリス。さぁ、食事にしましょうか」

        「うん！」

        　肩にはナイチンゲール。いっしょにリビングへ。

        　今日の朝食はパンとスープ。

        　私たちはお花や植物が主食なので。ぜんぶ植物で出来ています。

        　食事を終えた後は花の水やり。そして花たちと、私の剪定です。

        　お母さんが、私の肌に触れると少しずつ分解されていきます。

        　そして、花びらを撫でて。枯れたものは優しくすくいとり。

        　まだきれいに咲いているものは栄養が行き渡るようにしてくれます。

        　花脈、というものがあります。

        　お母さんはその花脈に口づけて。その力を私に巡らせてくれます。

        　そして私はまた元気に動くことが出来るのです。

        　そんなこんなでお昼になりました。

        　ごはんは、食べるときと食べないときがあります。

        　今日は街に行きます。

        　街には、女性しかいません。異性という感覚すら過去の概念になりました。

        　子は、どうするのかと気になったことがありました。

        　『受胎の錬金術師』という方がいるそうです。

        　その方によってでしか人は増えないらしく。

        　一定数。必要最低限争いが起こらない世界なのだそうです。

        　私にはまだ、むずかしく。その意味がよくわかりません。

        　でも、ひとつだけ分かっていることがあります。

        　私は、お母さんが好き。

        　だから私は、お母さんの子どもを産んでみたい。

        　そう思うようになっていったのでした……。

        　

        ――母娘百合錬金術ファンタジー

        　「ママは花の錬金術師で私はホムンクルスでした」へと続く。


        


        


        　

        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        八作目　純白の愛 おしゃれなもなか

        　

        


        　桜の花びらが散って風に舞ったのを見た日、私の母の命も砕け散った。

        　二十五歳の春だった。

        　母は五十三歳でまだ若かった。不慮の事故が母の命と未来を奪ったのだ。棺桶に横たわる母の死に顔は安らかで、体温はなかった。触れた瞬間のあまりの冷たさ。途端に母の死を実感した。

        　母と二人で暮らしていた家には今も、母の字でカレンダーに書かれたメモや居間の隅に置かれたままの母のエプロンなど部屋の至るところに母が居た名残があって、時間が止まったように感じる。

        　母が亡くなってから数日経ったある日の朝、夢に母が出てきた。夢の中の母は若い頃の姿だったが、亡くなる前と変わらず痩せた体と幸薄そうな顔をしていて、なのに目力があった。私の目は母譲りだ。夢の内容は幼い頃、母に髪を結ってもらった時のことだった。鏡台の前で若い頃の母と幼い頃の私が笑い合っていた。母は「お母さんは癖毛だけどあなたの髪はさらさらで、いいわね」と言って髪を撫でてくれた。

        　髪を結い終わったところで目が覚めた。母の優しい笑顔と大きな手が鮮明で生々しく、少しの間フリーズしてしまった。

        　着替えてから居間に行くとやはり母はいなかった。台所では母が飾った花が窓から射し込む日差しを浴びて花開いている。母は五十代になってから花がある生活に癒やしを感じ、家に花を飾るようになった。台所以外にも居間の棚には白い百合の花が飾ってある。時々「綺麗だね」と言って嬉しそうに笑うので私も「綺麗だね」と返していた。

        　台所に飾ってある花の名前を教えてもらったことがあったが思い出せない。「なんて名前だったかな。もう聞けないや」と私は独り、花を見つめた。

        　もう母の声は聞こえず姿も見えない現実に、ああ、本当にいなくなってしまったんだな一日に何度も思う。

        　母の死後、私は時々母の部屋で感傷に浸る。母の部屋は『母親』としてではなく『彼女個人』としての空間が広がっていて。悪くない居心地だった。昔から本をよく読む人だったから本棚には小説やエッセイが並んでいたり、日記も混ざっていた。壁に掛けられたコルクボードには若い頃に友人と撮った写真などが飾られている。写真の母はカメラ目線でウインクをしていた。母のこんなお茶目な表情を私は見たことがない。

        　――部屋といえば。学生時代は母が、私の部屋に勝手に入り、それで大喧嘩をしたこともあった。あの頃は私も思春期でだいぶ不安定だったのだ。

        「やましいことがないなら入られてもいいでしょ！　何をそんなに怒ってるの？」

        「やましくなくたって、勝手に部屋に入られて良い気分はしない！　なんでそんなこともわかんないの？」

        「親に入られて困る部屋なら必要ない！　出ていきなさい！」

        「親だからって子供の領域を侵していい理由にはならない！　もう出てってよ！」

        　そう言って母の肩を強く押した時、撫で肩だったこと、手首を強く掴まれたことは今も覚えている。あまり良い思い出ではないし、せめて「あの時はごめんね」と一言、母の口から聞けたらと思ってしまった。

        　私はおもむろにポケットから携帯を取り出して残っている留守電を聞いた。

        「ユキ、また連絡する」

        　わずか数秒の母の声だった。低めの綺麗な声だ。母が事故に遭った日に届いた留守電だ。だが、母から連絡が来ることはなかった。

        　私は母のベッドに横たわり深くため息をついた。「会いたい」ほぼ無意識にそう呟いていた。

        　

        　✾

        　

        　母の日、私は母の墓参りをした。母が亡くなってちょうど一ヶ月が経つ。母がいない生活に少しずつ慣れてきてしまったが、それでも私の記憶の中で母は生きている。私は白いカーネーションを供え、手を合わせた。

        　白のカーネーションの花言葉は「純粋な愛」「私の愛は生きています」。

        　

        　――お母さん、愛してるよ。

        　

        　私が呟くとどこからともなく薫風が吹いた。


        


        


        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        九作目　詩編　　柏祐太


        　生まれ変わっても　

        　

        私がもし生まれ変わっても　あなたの腕に抱かれたい

        私がもし生まれ変わっても　あなたの背中に飛び付きたい

        私がもし生まれ変わっても　あなたと手を繋いで歩きたい

        　

        私の身体が大きくなる程　あなたは小さくなるの

        私の身体が小さかった頃　あなたはあんなに大きく見えたのに

        白い寝台に横たわる　あなたの手はこんなに細くて　握りしめた手の痕が消えない

        　

        冷えた死体に被さる　私は自らの腹を見た　今は何も宿っていない不可侵領域

        あなたが生まれ変わったら　私の腕で抱き締めたい

        あなたが生まれ変わったら　私の背中であなたを感じたい

        あなたがもし生まれ変わったら　あなたと手を繋いで歩きたい

        あなたが生まれ変わるとき　私はあなたを宿したい

        帰ってきて　ねぇお願い　帰ってきてよ

        もうあなたではない肉に　手を合わせて願う

        「ずっと一緒よ」　合言葉のように唱えた言葉

        　

        ねぇお願い　行かないでよ

        もうあなたがいないベッドを　涙で濡らしながら願う

        「そうね」　あの声色がもう思い出せないの

        　

        ねぇお願い　奪わないでよ

        もうあなたがいないと分かる灰を　摘まみながら願う

        「大丈夫よ」

        　

        写真の中のあなたが笑っていた


        　大海に抱かれて

        　

        さざ波の音が聞こえる　自然の中で生まれる音は

        不確かで　不安定で　私の心を揺さぶる

        　

        あなたの声が聞こえる　頭まで被ったシーツの向こう

        不確かで　不鮮明で　私の心を揺さぶる

        　

        何もかも嫌になって　大海に抱かれた日　あの夜の事を思い出す

        何もかも嫌になって　あなたに抱かれた　あの夜の事を

        　

        さざ波の音が聞こえる　心に留まり続ける音は　不確かで　優しくて　

        私の心を撫でていた

        　

        何もかも嫌になって　大海に抱かれた日　あの優しさを思い出す

        何もかも嫌になって　眠れるまで抱いてくれた　あの身体の事を

        　

        さざ波の音が聞こえる　あなたの声が聞こえる　これはきっと　生まれる前からの記憶


        　

        　


        

        

        　

        　

        　

        　

        　

        　

    

    
        十作目　クリスマスの魔法　十輪ツクル

        


        　十二月二十四日。キリストの誕生日。

        　世間一般ではクリスマスと呼ばれる、好きな人同士で愛を交わす特別な日。

        　この日は私にとっても特別な日だった。なんたって、今日は――。

        「美影。お誕生日おめでとう」

        　聞こえてくる声に、私は振り返る。そこに、私の大事な人が立っていた。

        「お母さん、ありがとう。私も、もう十六歳だよー」

        　私は東雲しののめ美影みかげ。キリストと同じクリスマスに産まれた高校一年生。

        　そして、目の前で柔らかな笑みを浮かべて私を出迎えてくれたのが東雲しののめ梓あずさ。私のたった一人のお母さんだ。

        「約束、ちゃんと覚えてるよね？　今日はお出かけだって」

        「もちろん、今日は大事な日だからね。ほら早く着替えてきなさい。お母さんも準備してくるからさ」

        　私のお母さんは物腰柔らかな人で、いつもニコニコと笑顔を絶やさない。滅多に怒らないし、泣いたり取り乱したりもしない。いい意味でマイペースというか、周りに流されない性格をしている。

        　自分の母親ながら、三十代後半にはとても見えない。化粧なんてしてなくたって、肌は真っ白でシミ一つも見当たらず、控えめに茶色掛かった髪がより一層お母さんの若さを引き立てている。

        　こんな美人なお母さんを持って、娘としては鼻が高い。

        　友達とか周りの人にお母さんのことを褒められると、まるで自分のことみたいに嬉しくなっちゃう。娘バカってやつだ。

        「こーら、いつまでボーっとしているの。早く着替えてきなさい」

        「はーい！」

        　頭をポンポンとされ、私は上機嫌になる。十六歳と言え、まだまだ子供で、単純だ。

        　大好きな人に頭を撫でられたらイチコロで、頬の筋肉が攣つりそうになる。

        　この嬉しい気持ちを抑えるために、私はバタバタうるさい足音を立てながら自室に飛び込んだ。扉をバンッと閉め。

        「ふふっ、ふふふっ……今日は、デート。お母さんと、デート」

        　――数週間前のことを思い出す。仕事が忙しくてなかなか家に帰ってこられないお母さんが、今年のクリスマスはどうするかと訪ねてきた。

        「お母さん今年は帰ってこれるの？　仕事が忙しいなら別に無理しなくても良いんだよ」

        　私のお母さんはシングルマザー。女手一つで私をここまで育ててくれた。

        　私が産まれてすぐ、お父さんは交通事故で死んでしまった。それからお母さんは休む暇もなく、汗水流して働き続けた。

        　そんなお母さんの後ろ姿を見ていたら、いつの間にか私の心に、お母さんには決して抱いちゃいけない類たぐいの感情を抱くようになった。それが恋心だって気付くのに、さほど時間は掛からなかった。

        　お母さんは、お父さんの分まで頑張ってきたんだから。今度は私がお父さんの分までお母さんを幸せにしてあげたい。どんな時だって、お母さんを近くで支えたい。

        　決して実りはしない恋心を、私は子が親へと向ける家族の愛情だと偽って、心の奥底に閉じ込めてきた。

        「うん、でも……もう二年も祝ってあげられてないからさ。今年はなんとかお休みをとって一緒にいてあげたいなって。誕生日を一緒に祝える機会なんて、あと何年残ってるかわからないでしょ？　美影にだって、彼氏とかできるかもしれないしさ」

        「彼氏なんて作らない。私はずっと一人でいいもん……」

        「そんな寂しいこと言わないでよ。美影だっていつか、結婚して、幸せな家庭を築いていくんだよー。お母さんだって、お父さんだってそうしてきたんだから」

        「……私はお母さんと一緒にいられればそれだけで十分なんだもん」

        　ボソリと呟いた本音は、お母さんには聞こえていなかったみたい。お母さんは不思議そうに小首を傾げていた。

        「とにかく、なんとか休めるようにお母さんも調整してみるからさ」

        「んー、わかった。考えてみるよ」

        　とは言ったものの。クリスマスの日にお母さんと二人きり。自分の欲望を抑えられるかどうかが不安だ。

        　一つ屋根の下、普通に生活してても危険な瞬間は何度もあった。毎度毎度、理性を働かせ、自分の感情を抑えるのに必死なこの私が、二人きりのクリスマス（兼、私の誕生日）ってシチュエーションに耐えられる気がしない。

        　それに家の中で二人きりって、何をしたらいいんだろう。お母さんはゲームもやらないし、私が好きなアニメやドラマもまったく見ない。お母さんの趣味に合わせようと思ったら、海外ドラマとかバラエティー番組とか。そっちは私が興味ないんだよなぁ。

        　もちろん、お母さんと二人でいられるってだけで私は凄く幸せなんだ。お母さんは仕事が忙しいから、丸々一日一緒にいられるなんて奇跡に近い。いやいや、大げさとかじゃなくて。

        　だからこそ、お互いが楽しいと思えるような一日を過ごしたい。

        「お母さん、これからまた仕事だから。今日も夜更かしせずに早く寝るのよー」

        「うん、わかった。えっと……お母さんも、無理しない程度に頑張ってね」

        「ありがとう。それじゃ、美影。行ってきます」

        「はい、行ってらっしゃい」

        　バタンと玄関の扉が閉まり、私はその場で呆然と立ち尽くす。

        　はー……寂しい。

        　お母さんがいない。お母さんが、いない。

        　心の奥にぽっかりと穴が開いたみたいで、なんていうか、虚無。この寂しさも、ちょっとすれば次第に慣れるんだけどね。この静けさはやっぱり落ち着かない。

        　メンヘラ女みたいで気持ち悪いよね。いや、母親に恋してる時点で十分気持ち悪いんだけどさ。

        　ため息を連発させた私は、魂を抜かれた亡者のように、リビングのソファに倒れこむ。

        　ちょうど手を伸ばした先に、テレビのリモコンがあったので、おもむろにスイッチを押す。寂しさを紛らわすためだ。特に見たい番組はない。

        　テレビの画面に東京タワーが映し出された。クリスマスシーズンの限定イルミネーションを紹介する特集コーナーのようで、街を歩く人達に今年のクリスマスの過ごし方インタビューを行っていた。

        　こういう、クリスマスとか正月にどんな過ごし方をしますかってインタビューさぁ。過ごす相手もいない人に聞いちゃったとき、どういう対応をするんだろ。

        　リポーターとか、インタビュアーの人も好きで聞いてるわけじゃないんだろうけどさ。聞かれたほうはなんて答えたらいいか、悩むだろうなぁ。

        『好きな人と、東京タワーを見に行きます。深夜十二時を過ぎると、東京タワーのライトアップが消えるんですけど、その瞬間を好きな人と一緒に見ると、永遠に結ばれるって噂があって、クリスマスは絶対東京タワーに行こうねって彼氏と話してたんですけど。あとで気がついちゃったんです。そういえば私、彼氏いなかったわって』

        　ゲラゲラおっさんみたいな笑い声でリポーターを叩く女子高生を眺めながら、私はそっとテレビの電源を消す。

        　東京タワーのライトアップ。それが消える瞬間を、お母さんと一緒に見れば……お母さんと結ばれる？

        　まさか、そんなのただの迷信。ただの都市伝説。でも、その噂がほんとなら――。

        「クリスマス、お母さんと東京タワーを見に行こう！　一緒にお買い物して、美味しいご飯を食べて、イルミネーションを見て帰る！　私の誕生日の過ごし方は、それでいこう！」

        　ソファから立ち上がった私は、右手を天井に向かって突き出した。

        　――それからの私は無敵だった。すぐさま東京タワー周辺のレストランを探し出し、予約。バイトをしていたおかげで預金通帳の中身には余裕があったので、少しだけ高級なところをピックアップしてしまった。私の誕生日だからって、お母さんに甘えてはいられない。

        　私がお母さんをリードしてあげなきゃ!!

        　ネットで当日着る服を注文。上品な色合いのシフォンスカートと、ニットのセーター。

        　ちょっと背伸びしちゃったかなって気持ちは否めない。でも、せっかくのデートだ。お母さんの隣を歩いて恥ずかしくない格好で挑まなきゃ。

        　それとおまけでもう一つ。下着を買った。別に変な期待はしてないけど。一応。念の為。

        　それからあっという間に時間は過ぎて。

        　

        　✾

        　

        　クリスマス当日。

        　着替えとメイクを済ませた私は姿見の前で棒立ちしていた。

        　やっぱり背伸びしちゃってるよなぁ……。普段からお洒落に気は遣ってる方だけど、こういう大人しいファッションってのはあまりしないから違和感が。

        　メイクもいつもはガーリー系のスクールメイクで簡単に済ませちゃってるけど、今日はアイシャドウやリップにも力を入れた勝負メイク。正直、似合ってるかどうかは微妙。

        「美影、まだなのー？」

        「あっ、うん。もう行くよ！」

        　扉の向こうからお母さんの声。お母さんはもう、準備が終わったみたい。

        　あまり待たせるわけにもいかないし、そろそろ行くか。

        　大丈夫。今日の私はいつもより可愛い。うん、凄く可愛い。

        　自己暗示の呪文を心で唱え、私は自室の扉を開けた。

        「お、お待たせ……。メイクにてこずっちゃって、ごめんね……」

        「あら、美影……」

        　う、うぅ……。お母さんの視線が熱い。変って、思われたかな……。

        「可愛いじゃない。メイクも服もいつもより大人っぽく見える。さすがはお母さんの娘だね」

        　あーっ……可愛いって、可愛いって言われた！

        　いつもより大人っぽいって、しかもめっちゃ笑顔！

        　私なんかよりもお母さんの方がずっと可愛いよ、とは言えないけど。にっこにこのお母さんを見ていたら、それだけで胸がいっぱいになっちゃいそうで。

        　今日はまだ始まったばかりなのに、こんなに幸せでいいのかな。幸せ過ぎて、どうにかなっちゃいそうだよ。

        　甘くて苦しい。そんな感情で溢れ出した心を抱えたまま。

        　私とお母さんは真冬の東京に向かって繰り出した。

        「うぅ、さむっ……」

        「今日はいつもより冷えるって言ってたからね。お母さん、私のマフラー使う？」

        「そ、そうなのね。ううん、大丈夫よ。お母さんが使っちゃったら、美影が寒いでしょ」

        「私はそこまで寒くないけど……」

        　今日のお母さん、なんだかいつもよりお洒落だな。

        　いつもお洒落だけど、今日はやけに気合いが入ってるように見える。

        　袖丈の長いニットワンピースに、ベージュ色のロングコート。

        　いつものお母さんとは少し雰囲気が違う。似合ってるんだけど、隣を歩いてるのがまったく知らない別人のように思えてきて、そわそわする。

        　うわぁ、緊張してきた。昔はこうやって、並んで歩くのが当たり前だったのに。

        「美影、どうかした？　なんだか、元気がないね。お母さんと出掛けるの、嫌だった？」

        「そんなことない。そんなこと、ないよ……。私、今日が凄く楽しみだったの。お母さんと一緒に出掛けるの、ずっと楽しみにしてたの」

        　お母さんの言葉を否定するように、私は首を左右に振った。

        　そのまま勢いに任せて手なんか握っちゃって。

        　お母さんは何も言わずに握り返してくれた。柔らかくて暖かい。とても懐かしい。

        「そう。そっか。なら、たくさん楽しまなきゃね。今日は美影の誕生日なんだから」

        「うん……。そう、だね……」

        　緊張し過ぎていつもみたいにお母さんの顔が見れない。

        　胸がずっとキュンキュンしてて、息をするのも苦しい。

        　もうどうにかなっちゃいそうで、理性という名の殻を今すぐ取っ払ってしまいたい。

        　今にでも決壊しそうなダムを、気合いと根性だけで支えながら、電車に乗り込む。

        　人の群れとゆらゆら揺らされること三十分。クリスマスのムードに染まった新宿駅に辿り着いた。

        「流石は新宿。人が多いわね」

        「クリスマスだし、そりゃね……」

        　右を見ても左を見ても、人。人。人。

        　それもクリスマスの魔法に魅せられたカップルばかり。

        　信号待ちのついでに、キスとかハグとか。世界中がピンク色に見えるのは目の錯覚か。

        「美影も彼氏、欲しくなっちゃったー？」

        「別にー。男に興味ないし……」

        「男に興味ないって、それじゃ……女の子には興味あったりするの？」

        「ばっ、そんなわけ、な、ないでしょ⁉　お母さん、何言ってるの!?」

        　テンパり具合が半端ない。曲解し過ぎなお母さんの言葉に、心の奥を見透かされているような気分になって、私はわざとらしく視線を逸らしてしまった。

        　お母さんも冗談のつもりで言ったんだろうけど、私があまりにも動揺するもんだから、口元に手を当てながら「本当に……そうなの？」なんて言い出す。

        　ちがう、ちがわないけどちがう。

        「い、今はそういうのに興味がないってだけで、女の人を好きになるなんて……」

        「そっか。まあ、美影もまだ十六歳だからね。恋を知るにはまだ早いのかもしれないね」

        「う、うん。多分、そうだと思う」

        　はぅ、気が気じゃない。お母さん、おっとりしてるように見えて、意外と勘が鋭いし、私のことも見てないように見えて、ちゃんと見てる。

        　昔からお母さんの前で嘘とかつけなかったからな。この気持ちも感付かれていないか、とても心配だ。

        　悶々として、心に窮屈感を抱えたまま浮ついた空気の街並みを眺めていると。突然お母さんが立ち止まる。

        「美影、お腹空かない？　朝から何も食べてないでしょ？　お昼とか、どうしようか」

        「あー……そういえば、何も考えてなかった。ファストフードとかでいいんじゃないかな」

        「んー、じゃあ、そうしよっか。この近くにあるのかな？」

        「どうだろう。新宿なんて、滅多に来ないから……」

        　むしろお母さんの方が詳しいのでは？　ってくらい、ほんとに来ない。友達と遊ぶときもほとんど地元だし。一人で出向く用事もないし。

        　一応、スマホのマップで検索をかけてみる。

        　周囲三百メートル圏内に二十軒の飲食店。流石は大都会。

        　えーっと、一番近いお店は……。

        「少し歩いた先にハンバーガー屋さんがあるみたいだよ」

        「じゃあ、そこにしましょう」

        　お母さんは柔らかい笑顔を浮かべ、一歩先を歩き始める。

        　手は繋がれたままだから、自然と私がお母さんにリードされてるみたいな感じになっちゃってるけど、傍から見たら仲の良い親子が一緒に歩いている様にしか見えないんだろうな。

        　そう思うと、ちょっぴり寂しく感じる。

        「美影、ボーっとして、どうしたの？　やっぱり、どこか気分でも悪いの？」

        「そ、そんなことないよ！　セーターがポカポカで、ちょっと暑いだけだから……あはは」

        　熱いのはセーターのせいじゃない。どう考えたって、私の手を握るお母さんのせいだ。

        「ほんとに、それだけー？　ちょっと、おでこ貸しなさい」

        「ひゃあ！　お母さん、手冷たい……」

        　お母さんの左手が私の額に触れる。

        　ヒヤッとし感触に、思わず変な声が出た。

        「おでこ熱い。やっぱり、熱でもあるんじゃない？」

        「ち、違うってば……ほんとに、なんでもないから」

        　か、顔が近い！　目と鼻の先に、お母さんの顔が！

        　ほんのちょっと身を乗り出せば、おでこが触れ合う距離で。む、無理だ。これじゃ、デートどころじゃない。少し落ち着こう。落ち着け私。深呼吸を繰り返すんだ。夜には大事なイベントが待ってる。こんなところで、デートを台無しにするわけにはいかない。

        「そう。美影が大丈夫なら良いんだけどね。つらかったらちゃんと言いなさいよ」

        「わ、わかってる。ありがとう、お母さん」

        　それからも、恋する乙女のハートが爆発寸前になるシーンは何度かあったんだけども。

        　どうにかこうにか、ハンバーガー屋さんに辿り着くことができた。

        　デートはまだまだ始まったばかりだというのに、私のメンタルは既に限界を迎えていた。

        　お店の一番奥の席に突っ伏しながら、お母さんの帰りを待つ。

        　疲労感が……凄い。一日分の体力を根こそぎ持っていかれた。デートってしゅごい……。

        　好きな人と出かけるってことが、こんなにも気疲れするなんて。楽しいし、幸せだけど、こんなんで夜までもつのかな。途中で音を上げないことを祈るばかりだ。

        　本日何度目かの溜め息を吐いたところで、両手にトレーを持ったお母さんが戻ってくる。

        　やっぱりお母さんはニコニコしてて、ほんとなんなの。彼氏を待たせてる彼女みたいな顔しちゃって。この場合、待たせてるのは彼氏じゃなくて娘なんだけども。

        「美影、お待たせ」

        「ん、おかえりなさい。遅かったね」

        「レジが結構混んでてね。さっ、食べよう」

        　トレーの上には小さいサイズのハンバーガーが一つと、ポテトが二つ。ドリンクはコーヒーがお母さんので、メロンソーダが私のだ。

        「お母さん、ハンバーガー食べないの？」

        「うん。だって、夜はレストランに行くんでしょ？　ここでお腹いっぱいになっちゃったらもったいないじゃない。お母さんのことは気にしなくていいから、美影はちゃんと食べな」

        　お母さんの柔らかい手が私の頭を撫でる。ワレモノを扱うみたいに、優しくゆっくりと。

        　懐かしいな。昔はよく、こうやって頭を撫でてもらってたんだよな。眠れないときとか、泣き出してしまいそうなときとか。

        　お母さんに撫でられると安心して、すぐ眠たくなってくるんだ。

        　心が丸ごと暖かい毛布で包まれてるみたいな、どうしようもなく幸せな気分。

        　お腹いっぱいになる前に、胸がいっぱいになっちゃいそう。

        「ほら、さっさと食べないと。いろいろ回る時間がなくなっちゃうよ」

        　ポテトをつまみながら、お母さんはにっこりと口角を上げた。

        　その笑顔はこのお店のどの店員さんよりも素敵なスマイルで、私はご飯どころじゃない。さっきから胸が苦しくて、せっかく買ってきてくれたハンバーガーも喉を通らない。

        　むしろ、肉々しいその香りに胸やけを起こしてしまいそうだ。

        　早く食べてお店を出よう。お母さんの顔を見ていたら、いつまでもここから動けないや。

        　勢いだけでハンバーガーを口の中に放り込み、それをメロンソーダで流し込む。

        　味なんて全然わからない。頭の中も、心の中も、お母さんでいっぱいで、それしか考えられない。恋は盲目なんて、よく言ったものだ。

        「こらこら、さっさと食べるとは言ったけど、そんな急いで食べたら喉詰まらせるわよ」

        「んむっ、んんぐ……」

        　――詰まった。

        　バンズが、喉に詰まった。

        　轢かれたカエルみたいな声で喘ぎながら、私は手元にあったメロンソーダを一気に口の中へと注ぎ込んだ。

        「あー……死ぬかと思った」

        「もう、何してるの。ほら、口にソース付いてる。拭いてあげるから顔寄せて」

        「ひっ……だ、大丈夫だよ！　自分で拭けるから……」

        　お母さんの手を突き返し、トレーの上にあった紙ナプキンで口元を拭う。

        　綺麗なハンカチをハンバーガーのソースなんかで汚すわけにはいかない。私の唇なんてトイレットペーパーでも十分なのに。

        　残りのポテトもパクパクと口に運び、最後の一口をメロンソーダと一緒に飲み込んだ。

        　大して味わうこともなく、昼食を済ませてしまった。

        　お母さんと一緒ってだけで、こんなにも心を搔き乱されるなんて、いよいよ先が思いやられるのだが、夜のことはひとまず考えないようにしよう。

        　ドキドキとうるさい心臓は、お店を出ても鎮まることはなく。

        　いつ爆発してもおかしくない、そんな一触即発の状態で、私はお母さんの隣を歩く。

        「この後はどうしようか。美影、夜までに行きたいところないの？」

        「お、お母さんと一緒なら、どこでもいいけど……。か、買い物とか、かな……」

        「んー、それじゃ、そこのロミネに行こうか。お母さんも久しぶりに洋服と見たいし」

        　そんなわけで、私達は新宿東口にある、ショッピングセンターへ向かうことに。

        　お母さんと出掛けるのも久しぶりだけど、一緒に買い物をするなんてもっと久しぶり。

        　確か、中学を卒業した時に卒業祝いで香水を買ってもらったのが最後だった気がする。

        　一緒に買い物なんて、本当にデートをしているみたいで、やっぱりちょっと緊張する。

        　さっきまで手を繋いで歩いていたから、右手が寂しい。さっきは勢いで手を握っちゃったけど、今はもうそんな余裕もなくて。

        　悶々と俯いて歩いていると、私の右手をお母さんの左手が包み込む。

        「……っ、どうしたの、さ」

        「んー？　嫌だった？」

        「嫌じゃない、けど……」

        「美影が寂しそうな顔してたから。手を繋いであげたいなって」

        　スーパーダーリンだな、この人。

        　顔見ただけで私が何をしてほしいのか解るだなんて、流石は私のお母さん。

        　もういっそのこと、この恋心にも気づいてくれたら話は早いのに、なんて。

        　繋がれたお母さんの手を、私はキュッと強く握り返した。

        　すれ違うカップルたちを横目に、歩き続けること十分。

        　お目当てのショッピングセンターに到着。

        「お母さん、実は学生時代にここでアルバイトをしてたんだよ。今はもうなくなっちゃったけど『ネココロネ』って喫茶店があってさ、そこのチョココロネは本当に美味しかったの。美影にも食べさせてあげたかったなぁ」

        　お母さんの学生時代か。前に写真を見せてもらったけど、私とは似ても似つかない大和撫子って感じの雰囲気で。さぞかしモテていたんだろうな。

        　もしも私がお母さんの娘じゃなくて、学生時代の同級生だったら。私はきっと、自分の思いを伝えることにためらわなかったと思う。ううん。今だって、ためらいはない。むしろ、気持ちを抑えるので精いっぱい。

        　親子だからってのが足枷になってるだけで、私達が赤の他人だったら迷うことなんてなかったと思うんだ。

        　こんな素敵なお母さんを持って、私は幸せだけど。欲を言うなら親子なんかじゃなくて、恋人になりたいなって。欲張り過ぎだって、神様に怒られちゃうかな。

        「美影はアルバイトも順調なのかな？　確か、雑貨屋さんだったよね」

        「うん。まあ、それなりに。先輩達も優しくしてくれるし、楽しくやってるよ」

        「そっか。アルバイトも貴重な経験だからね。今のうちに社会の厳しさを覚えておくってのも、勉強の一つだなってお母さんは思う」

        「そうだね。高校を卒業して、大学に入って、社会人になったらもっと大変なことも増えるだろうし……。あー、私に務まるかなぁ、社会人」

        「大丈夫だよ。美影はしっかりしてるし、お母さんの自慢の娘なんだから」

        　自慢の娘、か。そう言ってもらえると、娘冥利に尽きます。

        「でも、お母さんが思うより、私は真面目な子じゃないんだけどなー」

        「そんなことないって。家のこともちゃんとやってくれるしさ、勉強だって頑張ってる。美影は凄い子だって、お母さんはちゃんと知ってるよ」

        　あまりにもお母さんがべた褒めするもんだから、私も調子に乗ってしまいそう。

        　頬のにやけが止まらない。や、ヤバい。今、絶対気持ち悪い顔してるよ、私。

        「や、やめてってば。恥ずかしいし、ほんとにそんなことないから……」

        「なに照れてんの。謙遜なんてしなくていいんだからね。お母さんは美影のお母さんなんだから、お母さんらしく娘を褒めさせてくださいな」

        　ポンポンと頭を撫でられて、私の顔からボッと湯気が噴出した。

        　これはなんの羞恥プレイだろう。恥ずかしいのに嬉しくて、頬の疼きが全然止まらない。

        　ここが外じゃなければ、私はお母さんを押し倒していたかもしれない。

        　それくらい気持ちが高ぶっていた。

        「も、もう……それくらいにして。恥ずかしくて死にそうだから……」

        「うふふ。それじゃ、続きは帰ってからね。たくさん褒めちぎってあげるから覚悟してね」

        「お、お手柔らかにお願いします……」

        　たくさん笑って、たくさん照れて。今日はすごく忙しい一日だ。

        　感情が、あっち行ったりこっち行ったりで。全然落ち着いてくれない。

        　ほんとにお出かけデートで良かった。流石にショッピングセンターのなかなら、私の理性が崩壊することもないだろうし。

        　これが家の中だったらと思うと、背筋が凍えそうだ。

        「それで、美影は何が欲しいの？　買いたいものがあったんでしょ？」

        「んー……別に、特別これが欲しいってわけじゃないけどね。夜まで時間もあるし、買い物ならお母さんも楽しめるかなって」

        「あら、そうだったの。別に気にしなくてもいいのに。お母さんは、美影と出掛けられるだけで十分楽しいんだからね？」

        　あぅ、また頭を撫でられた。ふひっ、気持ち悪い笑いが止まらない。

        「とりあえず、うろついてみようか。もしかしたら美影の欲しいものが見つかるかもしれないよ」

        「うん、そうだね……」

        　私の本当に欲しいもの。それはお母さんだ。

        　お母さんと過ごすこの時間こそ、私が誕生日に欲しかったもの。

        　形あるプレゼントなんて要らない。これからもずっと、お母さんが傍にいてくれたらそれだけで十分。

        「お母さん。あのね、その……私のために仕事頑張ってくれるのは嬉しいんだけどさ、無理だけはしないで。お母さんがいなくなっちゃったら、私は生きていけないから」

        「どうしたのよ、急に」

        「ううん。ただ、最近のお母さんは頑張りすぎだから、ちょっと心配になっちゃって」

        「そう。ええ、そうね。お母さんもずっと美影の傍にいたいからね。気を付けるわ」

        「約束だから。絶対、長生きしてね」

        　お母さんに小指を突き出すと。お母さんは自分の小指を私の小指に絡ませた。

        　視線が重なると、途端にこっぱずかしさが込み上げてくる。今の私は、まるで子供みたい。

        　でもいいの。これでいい。約束って大事だし、指切りげんまんだって、やらないよりは効果もあるはずだ。

        「ゆびきりげんまん、嘘ついたら……どうしよっか？」

        「嘘ついたら、私のお嫁さんになる……とか？」

        「あははっ、美影のお嫁さんだったら、お母さんもすごく幸せだねー。大好きな娘といつまでもずっと一緒に居られるんだもん。わざと約束破っちゃいたくなっちゃうなーっ」

        　冗談めかしく告げるお母さんに、私は「冗談じゃないよ」と、心に刺さった棘を抜くかのような小さく切なげな声で呟く。もちろん、お母さんに私の声は聞こえていない。

        　あと何時間、こんな冗談が言えるんだろう。今日の夜、私は笑顔で家に帰れるのかな。

        　最悪なバッドエンドが頭をよぎるも、私は首を左右に振って早歩き。

        　余計な事は考えない。今は今の事だけを考えよう。

        　落ち込みかけた気分を取り直し、私は目玉をキョロキョロと動かした。

        　いろいろなお店が視界の隅に入るけど、やっぱり欲しいものは見つからない。

        　そんなものよりも、隣を歩くお母さんの顔に目が行ってしまう。

        　じっと凝視していると、変に思われるかもしれないからって、目の端で捉えているんだけど、これが地味に疲れる。

        　ほんとはその綺麗な顔をもっと間近で見たい。顔を寄せ合って、琥珀のようなその瞳にキスをしてやりたい。そんな危ない願望で頭は満たされていた。

        「美影、さっきからお母さんの顔をチラチラ見てどうしたの？」

        「えっ……あっ、えっ……うっ」

        　ば、バレてた……。バレないように、焦点を合わせないようにしてたのに。

        「あははっ、壊れたロボットみたいになってるよ。ほんと、美影は可愛いね」

        「ふぅ……ぐぅ、ああぁ……」

        　お母さんの一言一言が、とてつもない破壊力。

        　心を砕くような勢いで、甘い言葉の新幹線が突っ込んでくる。

        　正にお母さんが言った通り、今の私は壊れたロボットだった。頭の中では処理しきれないほどのエラーを吐き出しながらオーバーヒートしてる。

        　こんなんじゃ、まともにウィンドウショッピングすら楽しめない。落ち着け私。

        　ひっひっふーって呼吸を繰り返すんだ。

        「えっ、どうしたの。出産……？」

        「ち、ちがぁ……ちょっと、寒いから呼吸を繰り返して体を温めようって」

        「へえ、変わった呼吸法なのね」

        　お母さん、そんな呼吸法ありません。貴女の娘は今、発作を発症してるだけです。

        　そっとしておいてください……。

        「それにしても、美影とこのショッピングモールを歩いていると、思い出すわ」

        「思い出すって、何が？」

        「お父さんがまだ生きてた頃のことよ。貴女もお腹の中で。お母さん、歩くのも大変なのに連れ出されてね。臨月の一月前だったかな。ここでデートをしたのよ」

        「ふ、ふーん。そうなんだ」

        　私と二人きりなのに、どうしてお父さんの話をするの、なんて言えるわけない。

        　お父さんだって一応、私が産まれてきたきっかけになった人なわけだし。

        　それにお母さんはまだ、お父さんのことが――。

        「もしかしてさ、それがお父さんとの最後のデートだったの？」

        「そうよ。あの後、貴女が産まれて……その数週間後にお父さんが事故に遭って」

        　大事な思い出を掘り起こすみたいに、お母さんは懐かしむような顔で語る。

        　私はそれを黙って聞いてた。聞きたくなかったけど、聞かなきゃいけないなって思ったから。

        「あの頃はバタバタし過ぎてて、泣く暇もなかったんだけどね。美影が大きくなって、少し落ち着いて、それからかな。お母さんが泣けるようになったのは」

        　そういえば、お母さんが涙を流しているところなんて、一度も見たことがないかも。

        　私の入学式や卒業式ですら、最後までニコニコしていたし。

        　きっとお母さんは、お父さんを亡くしたときに、一生分の涙を流してしまったんだ。

        　悲しいとか、つらいとか。そういう感情を、全部置いてきてしまったんだ。

        　だから、お母さんはいつもニコニコしているんじゃ……。

        「ごめんね。美影の誕生日なのに、暗い話して」

        「大丈夫。私の方こそ、ごめんね……」

        「いいのよ。お母さんは美影が元気でいてくれればそれで」

        　悲しいくらい優しい笑顔に、胸がズキリと痛む。

        　私が隣に付いていながら、そんな顔をさせてしまったことがとても悔しかった。

        「お母さん、あのね……私にお父さんの代わりなんか務まらない、それはわかってるの。でも、少しでもお母さんの心を支えたい。私にできることなら何でもする。だから、つらいときは頼ってね」

        「あははっ、美影はほんとに優しいね。うん、ありがとう。でも、美影に弱いところなんて見せられないから、気持ちだけでも受け取っておくね」

        「気持ちだけ……そっか、そうだよね。うん」

        　これは私の自己満足だ。わかってる。

        　お母さんにとって私は護らなきゃいけない大事な娘。それは何年経っても変わらないだろうし、変えることなんてできないってちゃんと理解してるつもり。

        　それでも、護られるだけなんて嫌だった。私だって、お母さんのことを護ってあげたい。

        　いつでも頼れる存在として、お母さんの隣に居続けたい。

        　今日ここに来て、改めてその気持ちは強まった気がする。

        「美影、あのお店入ってみようよ」

        「う、うん……」

        　お母さんが指を指した先には、私が好きな小物のブランドショップがあった。

        　お財布やポーチ、ハンカチなんかを取り扱っていて、私世代の女の子には人気のブランドだ。若い子向けのデザインが多いのに、値段は全然かわいくないんだよな。

        「お母さんにこのブランドが好きだって、はなしたことあったっけ？」

        　私が小首を傾げながら訪ねると、お母さんは「ふふっ」と悪戯な笑みを漏らして口にする。

        「美影の部屋に、これと同じポーチが置いてあったから、好きなのかなって」

        　棚に置かれたポーチを取りながら、お母さんは笑顔の追撃を繰り出す。

        　スフレのように甘くて柔らかい、とろけてしまいそうなそんな笑顔だった。

        　それから数時間。私達はモールの中を歩き回り、色々なお店を見て回った。洋服とかバッグとか、お母さんも欲しいものを買えたみたいで、とても満足そうな顔を浮かべてた。

        　そんな楽しい時間もあっという間に過ぎていき、やがて夜がやってきた。

        　

        　✾

        　

        　息も白く染まるほどに澄んだ空気の中、クリスマスの明かりに照らされた大都会の街を並び歩く。

        「すごく綺麗。宝石箱の中にいるみたい」

        「ふふっ、美影ったら随分と女の子らしいことを言うのね」

        「お、女の子らしいって、私だって女の子なんだけど……」

        　光だけじゃない。街の雰囲気も、キラキラと輝いていて、そこにいるだけでわくわくする。

        　高揚感って言葉を使うのが正しいのかはわからないけど、遊園地に連れて行ってもらった時のあの楽しい感情が、私の心を満たしている。

        　クリスマスの夜ってだけで、こんなにも世界の色が違って見えるだなんて、キリストの残した魔法は凄まじい。

        　周りでイチャつく恋人達は、これからどこに行くんだろう。

        　おいしいご飯を食べて、イルミネーションを見ながらドライブしたり、手をつないで並木道を歩いてみたり、いつもよりも特別な夜を過ごしたりするのかな。

        「本格的に冷え込んできたわね。美影、大丈夫？」

        「うん、大丈夫。お母さんこそ、寒くないの？」

        「寒いけど、大丈夫よ。お母さんは強いからね」

        「朝はさむがってたくせに……」

        　街の明かりに見送られながら、私達は地下鉄の駅の中へと潜り込む。

        　時刻は夜の六時半。レストランの予約した時間まであと三十分くらいか。

        　私達は人で溢れ返る駅の中を、はぐれないようにくっついて歩く。

        　都営大江戸線に乗って、目指すは六本木。

        　クリスマスだから。考えることは皆同じみたいで、電車の中は溢れんばかりの人々で密集していた。

        　六本木からなら東京タワーまで歩いていけるし、いろんなお店も揃ってて、クリスマスデートの舞台にするなら申し分ないスポットだ。

        　東京タワーの明かりが消えるのは午前零時。レストランで夕食を食べて、街をぶらつけばちょうどいいくらいの時間。我ながらベストプランだと思った。

        「美影が予約したお店って、どこにあるの？」

        「ん、六本木ヒルズだよ。『Ｍａｇｉａ ｄｅｌｌａ ｎｅｖｅ』っていう、イタリアレストラン」

        「六本木ヒルズ!?　えっ、それって結構高いお店なんじゃ……」

        「お母さんは心配しなくていいよ。お金なら持ってきてるから」

        「で、でも……そのお金は必死にバイトして貯めた物じゃ……」

        「今日の為に貯めてたような物だから、気にしないで。これは私からお母さんへのクリスマスプレゼントだから。ね？」

        「ねって、言われても……」

        　お母さんは納得がいかないって顔で、私を見下ろした。

        　まあ、そうだよね。娘が高級レストランをご馳走してあげるなんて言い出したら、そりゃ困っちゃうよね。でもこれだけは譲れない。今日の日のために、ずっと頑張ってきた。お母さんを労ってあげたくて、お母さんに特別な時間を過ごしてもらいたかったから。

        「お母さん。今日はね、私の誕生日。でもね、それだけじゃない。今日はクリスマスなんだよ。大人も子供も関係ない。誰にだって特別な時間を過ごす権利があって、お母さんにも私と同じ幸せを感じてほしいの。だから、遠慮なんてしないで」

        「……美影」

        「ちょっと、そんな顔しないでよ。お母さんにはいつもお世話になってるし、それが親として当たり前のことなのかもしれないけどさ、私からしたらそれは全然当たり前なんかじゃなくて、ほんとはこんなんじゃ足りないくらいたくさんのものをもらってる。だから、たまには親孝行させてほしいな」

        　自分の言いたいことだけ淡々と告げ、今度は私がお母さんをリードするように、一歩前を歩いた。

        　不思議だなぁ。寒いのに温かい。お母さんの手、カイロみたいだ。

        　私とお母さんは、どれだけ私が願っても望まれた関係にはなれない。どれだけお母さんのことを想っていても、親子以上の関係には絶対になれない。

        　――わかってる。私が感じてるこの幸せは、東京タワーのライトアップが消えると共に、初春の雪の如く儚く溶けてなくなってしまう。

        　それでもいい。それでも、私は『あの時こうしていればよかった』なんて後悔を、この先も背負って生きてくのなんてごめんだ。

        　冬の魔法に掛けられた私達の時間は、刻一刻と決められた最終回に向かって進みだす。

        　六本木ヒルズ・森タワーの周りを囲むウェストウォークの五階。

        　夜の儚げな雰囲気を纏ったお洒落なお店。その窓際の席に、私とお母さんは向き合って腰を下ろした。

        　やっぱりここにして大正解だ。雰囲気はばっちりで。正直、女子高生の私には場違い極まりないアダルティな空間だけど、ここなら静かにお母さんとのディナーを満喫できそう。

        　コースで一人二万は少し高かったけど、奮発してよかった。

        「ふふっ、凄いでしょ。頑張って探したの」

        「……ほ、ほんとに大丈夫なの？　お母さんも、今日はいつもよりお金持ってきたから、足りなさそうなら出すからね？」

        「大丈夫だって。値段もきちんと調べてきたし、難しいことは忘れて楽しもうよ。ね？」

        　お母さんですら、こんな場所に来るのは初めてなのかもしれない。

        　滅多に笑顔を崩さないあのお母さんが、このお店に入ってから一度もスマイルを見せていないなんて。もしかしたら、想像以上に緊張してるのかも。

        　まあ、緊張してるのは私も同じか。さっきから手汗がひどい。

        　お母さんに見えないように、テーブルの下で両手をプルプル震わせていると、スーツ姿のボーイがやってくる。

        「本日は当店にご来店いただきまして、誠にありがとうございます。早速ですが、コースの説明をさせていただきます」

        　深いお辞儀をした後、文字通りコース料理の説明が行われた。

        　三種のパスタとクルマエビのアヒージョ、黒毛和牛のステーキにラクレットチーズの乗ったフランスパン。デザートにホワイトティラミスと、盛りだくさんのディナーコース。

        　ネットで見つけた時に「これだ！」と思わず指を鳴らしてしまった。

        　お母さんはパスタが大好きだから、きっと気に入ってもらえると思う。

        「お飲み物はコースに含まれておりませんので、ここでご注文をお願い致します」

        　スッと差し出されたドリンクのメニュー。

        　あっ、良かった。ソフトドリンクもあるみたい。

        「私、オレンジジュースでお願いします。お母さんは何飲む？」

        「えっと……う、うーん……それじゃ、白ワインでお願いします」

        「かしこまりました。オレンジジュースと、白ワインでございますね。ご注文、承りました。それでは料理が運ばれてくるまで、ごゆっくりとお過ごしください」

        　最後にもう一度、深いお辞儀をしてから店員は去っていく。

        「美影、何度もくどいようだけど……ほんとにお金は大丈夫なの？」

        「あはは、大丈夫だって。私が来たくて来たんだもん。お母さんは気にしなくていいんだよ」

        　笑顔で答える私に、お母さんはしょんぼりと眉間を潜めた。

        　お母さんにはずっと笑顔でいてほしい。でも、たまに見せるそういう顔もすごく可愛くて、ここがレストランなんかじゃなかったら、思わず抱きついてしまっていたかもしれない。

        　愛くるしくてたまらない。目の前にいる人が私のお母さんだなんて信じられない。信じたくない。ずっと私だけのお母さんでいてほしい。首輪と鎖を付けて、どこにも行かないように、ずっと近くに置いておきたい。そんな叶わない欲望と願望は、私の顔に表れていたのかもしれない。

        「……じっと見つめてどうしたの？　お母さんの顔に何か付いてる？」

        「ううん。お母さんが凄く綺麗だなって、そう思っただけ」

        「綺麗って、からかわないでよ。ここに来てからずっと、緊張でどうにかなってしまいそうなんだもの。美影は緊張してないの？」

        「してないわけないでしょー。してるよ。ずっとドキドキしてる。でも、それだけじゃないんだ。ドキドキで、ワクワクで……キュンキュンしてる」

        　我ながら意味のわからない発言だったと思う。擬音ばかりで薄っぺらい。でも、自分の今の気持ちを伝えるにはぴったりな表現だった。胸が心臓の鼓動に合わせて、ワクワクしてるのがわかる。この気持ちを包み隠さず、お母さんに伝えるにはどうしたらいいだろう。

        　トクン、トクンと。激しく脈打つ心臓の音ねをお母さんにも聞かせたい。

        　私は向かいに座るお母さんに手を伸ばす。右手を取って、そのまま私の体へと引き寄せる。

        「ドキドキしてるの、わかる……？」

        　お母さんの手が、私の左胸に触れた。

        　お互いに見つめ合い、なんだかとてもいいムード。恥ずかしさでどうにかなっちゃいそうだけど、今の気持ちを伝えるには一番手っ取り早い方法だと思った。

        「お母さん、顔真っ赤だね。どうしたの？」

        「別に、そんなことは……ないと思うけど」

        「私も顔が熱くなってきた。なんでだろう。お母さんに触れてるからかな」

        　ポカポカと、頬に熱が帯びる。私もお母さんのことを言えないくらい、顔が真っ赤になってるかも。そう思うとめちゃくちゃ恥ずかしい。

        　親子なのにこんなスキンシップですら照れてしまって仕方がない。恥ずかしいのと嬉しいのが混ざり合って、頭の中はぐちゃぐちゃだ。

        　恋をすると、女の子は皆こうなってしまうんだろうな。相手が男か女かなんて関係なくて、それが自分の親だって、恋は恋なわけで。他人には決して話せないけど、お母さんに抱いた恋心は誰にも負けない。その自信が私にはあって、お母さんを幸せにする自信も、誰よりも持っているつもりだ。

        「今日の美影はなんだかいつもと違う。恋をしてる女の子みたいだね」

        「……ふふっ、そうかもしれないね。きっと、そうなんだと思う」

        　照れくさそうにほほえんだ私は、お母さんの手を離した。

        　名残惜しさとかもあったんだけど、もうすぐ料理が運ばれてくるから。

        　この続きは家に帰った時にでも、たくさんしてもらえばいい。私達は親子だからね。たとえ私の気持ちが届かなくたって、甘えることくらいは許してもらえるだろう。

        「あっ、料理が来たみたいだよ」

        「……えぇ、そうね」

        　運ばれてきた料理を次から次へと平らげて、コースが終了した頃、時刻は夜の八時を回っていた。

        　美味しい料理をたくさん食べて、大満足の私達は、手を繋いだままお店を出た。

        　東京タワーのライトアップが消えるまで、あと四時間。お母さんとのデートもあと四時間で終わってしまう。

        　この時間がいつまでも続いてくれたらいいのに。そんなことを考えながら、都会の夜景を見つめていると、涙が零れ落ちそうになる。

        「随分と寂しそうな顔をしてるね。料理、美味しくなかったの？」

        「ううん。そんなことないよ。ただ、クリスマスももうすぐ終わっちゃうなって」

        「そうね。あっという間の一日だった。でも、大丈夫よ。美影の誕生日も、クリスマスも、また来年だって来るんだから」

        　にこっとスマイルを浮かべ、お母さんは私の手を強く引いた。

        　転びそうになりながらも、私は歩いた。

        　白息を吐き出しながら、目的もなくただ歩く。

        　私とお母さんは、手を取り合って、踊るように歩き続けた。

        　何度だって言おう。今日は最高の誕生日だ。おとぎ話の主人公になったような気分。大好きな人と過ごすクリスマスが、こんなにも幸せだったなんて、十六歳になって初めて知った経験だ。

        　この幸せを一度知ってしまったら、もう後には引けない。クリスマスの魔法に掛けられた今の私は、もう誰にも止めることなんてできなかった。

        　

        　――東京タワーはまだ、鮮やかな赤を映し出したままだ。

        　

        「お母さん。ちょっと、いい……？」

        「ん、どうしたの。美影」

        　東京タワーが見える、六本木の交差点。私とお母さんは信号を前にして向き合った。

        　私は息を大きく吸ってから、か細く弱い声で投げ掛ける。

        「お母さんはまだ、お父さんのことが好き？」

        　わかりきった問いかけだ。こんなこと、聞かなくたってわかってる。

        　お父さんのこと、好きじゃなかったらあんなに幸せそうな顔で思い出話なんてしない。

        　自分が傷付くってわかってるのに、私ってバカだよね。

        　でも、目を逸らしちゃいけない。お母さんの今の気持ちを知ったうえで、私は自分の気持ちを伝えたい。

        　お母さんは少し間を空けてから、白い息と共に言葉を吐き出した。

        「うん。そうね、まだ……好きかな」

        　星が散りばめられた夜空を見上げながら、お母さんは懐かしむような表情で続ける。

        「お父さんとは十何年、一緒に過ごしてきたからね。子供の頃から、私はこの人と結婚するんだろうなって、どこかでわかっていたの。結婚して、子供を産んで、幸せな家庭を築いていくんだろうなって」

        　耳を塞いでしまいたかった。今すぐこの場から逃げ出してしまいたい。窮屈と焦燥感が私の胸をきつく締め付ける。死んだ人にはどうやったって勝てなくて、私がどれだけお母さんに近づこうとしても、お母さんの心の中からお父さんを追い出すことなんてできない。

        　たとえ東京タワーの明かりが消える瞬間を二人で見たって、お母さんの中にあるお父さんという光は絶対に消えることがない。

        　悔しくて堪らない。今にでも泣き出してしまいそうで、まともにお母さんの顔を見ることすらできない。

        　それでも――私は聞かなくちゃいけない。

        「あの人に大きくなった美影と会わせてあげたいな。私達の娘はこんなにも逞しく成長したんだよって。きっと、お父さんはわんわん泣いてしまうだろうけど……」

        　叶わない未来を想像しながら笑うお母さんの顔は、今日一番に幸せそうで、その笑顔が私の心を容赦なく抉る。

        　お父さんじゃなくて、私を見てほしい。今目の前にいる、この私を。

        　私をお母さんの一番にしてほしくて――ついに、私は口を開いた。

        「……お母さん。もう、お父さんの話は良い。今度は私の話を聞いてほしいの」

        「ん、ごめんね。懐かしくてついつい……。うん、美影の話……聞くよ」

        「ううん。私の方こそごめん。えっとね……今から、凄く最低でおかしなことを言うから。それでも冗談だって思わずに、ちゃんと聞いてほしい」

        　お母さんの眼前に人差し指を突き立て、私は大きく息を吸い込んだ。

        　激しい運動をする前の準備運動みたいに、両手を重ねて伸びをする。

        　心臓が破裂しそうなくらいドクドクと膨張と縮小を繰り返す。これは心臓の準備運動。

        　「好き」を口にする前の、体の合図。カウントを合わせて、私は体を上下に揺らした。

        　お母さんの顔をじっと見つめて、心の中に仕掛けられた爆弾の起爆スイッチに指を掛ける。これを押したらもう後戻りはできない。最悪の場合、私とお母さんは二度と親子として向き合うことができなくなってしまうかもしれない。

        　ううん、もしかしたらお母さんは、私のことが嫌いになってしまうかも。

        　怖い。お母さんに嫌われるなんて、想像したくない。でも、もう自分の気持ちを押し殺すのも嫌だ。もう、我慢なんてとっくに限界を超えている――。

        「お母さん、あのね……私、お母さんにお父さんのことを忘れてもらいたいの」

        「え……？」

        　お母さんは口をあの字に開き、困惑した様子で私を見つめていた。

        　そりゃそういう顔にもなるよね。自分でも何を言ってるんだろうって、そう思う。

        　最愛の人を忘れてくれって、それを娘に言われるなんて、ショックだよね……。

        　ごめん、それをわかってて言ってる私は凄く最低な女だ。

        　それでも、もう後には引けない。

        「それは、どういう……」

        「私ね、お母さんのことが好きなの。家族としてじゃないよ？　一人の女性として」

        「……っ、ま、待って。美影、どうして急にそんな冗談を――」

        「――冗談じゃない。言ったでしょ。本気だよ。私、本気でお母さんのことが好きなの」

        　お母さんの手を握りながら、私は告げる。今までずっと隠していた自分の気持ちを、全てお母さんにぶつける。

        「……私が欲しかった誕生日プレゼント。クリスマスプレゼントはね、お母さんなんだよ。ずっと、お母さんが欲しかった。こんなこと言ったら、お母さんに嫌われるって、そう思ったけど……。私、もう自分に嘘はつきたくないの」

        　下から見上げるように、私はお母さんの顔をじっと見つめた。

        　それからどれくらいの時間が経ったかな。本当は瞬きするくらいの時間しか経ってなかったと思う。それでも次にお母さんが口を開くまでの間は、私にはとても長く感じたんだ。

        「美影、えっと……話してくれて、ありがとう。お母さん、美影の気持ちが聞けて、すごく嬉しいわ。本当、ありがとう」

        　予想通りの返答に、私は両手で自分の胸を押さえた。

        　クリスマスの夜に映える、お母さんの綺麗な顔を見ていると、胸がとても苦しくなってくる。娘の気持ちを踏みにじらないようにって、笑顔に徹するお母さんを見ていると、虚しくなってくる。

        　――違う。

        　そうじゃない。

        　私が聞きたかったのは、お母さんとしてのお母さんの言葉じゃない。

        　こんなの、私が望んだ結末じゃない。

        「美影、そろそろ帰――んむぅ!?」

        　気が付くと私は、お母さんの胸倉を掴んで手を引いていた。

        　そして、私の顔へ近づくお母さんの唇を、私は自分の口で塞いでいた。

        「ふっ……美影……今、なにして――」

        「そんな言葉、聞きたくない!!　私を傷つけないために、優しい言葉で着飾ったお母さんの嘘の気持ちなんて、私が本当に欲しい答えじゃない!!」

        　人目も憚らず、私は大声で叫ぶ。

        　喉の粘膜が強く擦れ合うような痛みを発し、声という振動がくぐもった音を奏でる。

        　この痛みは心の痛み。

        　お母さんに伝えたい、届けたいって気持ちが。強すぎる故の、心の悲鳴。

        　起爆スイッチはとっくに起動しているんだ。

        　目頭が熱を帯びて、目尻が涙が集まった。頬を伝って、生ぬるい雫が零れ落ちていく。

        　つらいよ苦しいよって、今すぐ抱きしめてほしいって。

        　言葉じゃない何かで私は必死に訴えた。

        　私は本気だよって、貴女のことが大好きなんだって。

        　栓の開いた蛇口みたいに、止めることのできない感情を、視線と表情で訴えた。

        「私の本気、ちゃんと受け止めてほしかった。お母さんだから、娘だからって、そういうのじゃなくて、ちゃんと……向き合ってほしかった!!」

        「……ごめん。ごめんね、美影。そうだよね、お母さん、間違ってた。でも、どうしたらいいかわからなくて……。だって、私達は親子だし、美影は大事な娘で……私とあの人の、大事な――」

        「娘じゃなきゃ、ダメ……？　私はお母さんの娘じゃやだよ。こんなに近くにいるのにすごく遠くに感じる。そんなの、苦しくて耐えられない……!!」

        　必死に考えて、心の隅々にまで手を伸ばして、掻き集めて、最後に捻り出した言葉がそれだった。子供みたいで情けない。十六歳になっても、私は私のままで、大人になんてなれなくて、欲しいものを駄々を捏ねて強請る幼児の様な少女が私だったんだ。

        　これが、本当の私。お母さんにしか見せられない、私の素顔。

        「東京タワーの光が消える瞬間を、好きな人と一緒に見ると、その人とずっと一緒にいられるって都市伝説があるの」

        「それって、じゃあ……美影が今日、私をここに連れてきたのって」

        「そうだよ。お母さんと結ばれたかったの。ずっと一緒にいたかった。好きだって、ちゃんと伝えたかったの。クリスマスの魔法でも、サンタさんからの誕生日プレゼントでもいい。今日一日くらいは、幸せな夢が見たかった。お母さんにも、幸せな時間を過ごしてほしかった。だから、ここに連れてきたの」

        　見上げた先には真っ赤に光る東京タワー。

        　天高くそびえる格子状の電波塔を、下から上へと舐るように見つめ、私はそっとお母さんの手を取った。

        「……返事は今じゃなくてもいいの。お母さんが私とそういう関係になるつもりがないって言うならそれでもいい。でも、私の気持ちは知っててほしかった。ごめんね。変な話をしちゃって」

        　私の視線は東京タワーからお母さんへと移り変わる。

        　どうせこの明かりが消える瞬間を、一緒に見ることなんてできやしないから。

        　今日のことは忘れて帰ってしまおう。帰りにケーキでも買って、家で食べれば少しは気もまぎれるかもしれない。

        　もみくちゃになった溢れんばかりの心情を押し殺し、私はお母さんの手を引く。

        　けれども、お母さんはそこから動こうとはしなかった。

        「美影。東京タワーの明かりが消える瞬間を、好きな人と一緒に見ると結ばれる。そうだよね？」

        「えっ？　う、うん……。ただの都市伝説だけど……」

        　

        「消えるまで、見ていこうよ」

        　

        「っ……それって」

        「私も美影のことが好きだから。ずっと一緒にいたいなって思うから。だから、今日だけは特別。お母さんもちゃんと、美影の気持ちに向き合うからさ、もう少しだけ付き合って」

        　お母さんの左手が私の額へと伸びる。不揃いな前髪を掻き分けて、そして私のおでこに柔らかい感触を残した。

        「……な、なにしてんの……⁉」

        「返事はまだできないからさ、今日はこれだけで許してよ。ごめんね。美影」

        　春の陽気のような温かい笑顔に私の胸は撃ち抜かれた。

        　惚れなおすとはこういうことか。娘すら篭絡させるとびきりのスマイルと、そしてその背後でプツリと消える東京タワーの明かり。

        　み、見れないよ。お母さんの顔から視線が逸らせない。こんなんじゃ東京タワーなんか見れない。無理。無理だよ……。

        　東京タワーの明かりと共に時間すら消え去ったこの瞬間、私は確かに恋に落ちていたんだと自覚した。いつまでもゆっくりと流れる二人だけの時間。それは大きな波を作っては、私の心に余韻を残す。

        　これが私の欲しかったもの。ずっと待ち望んでいた誕生日プレゼント。

        　クリスマスの魔法に掛けられた二人の親子は、これから先も二人で手を取り合って生きていく。それが親子としてなのか、それとも私が願う関係としてなのかは……もう少し先になってみないとわからない。

        　ただ、一つ分かっていることもあった。

        　それは、来年もここでお母さんと東京タワーを見上げているってこと。

        


        


        


    

    
        エピローグ

        　

        「いろんなお話があったね！」

        「ほんとねぇ」

        「それぞれの形があるけど、どれもいいなぁって思うよ」

        「そ、そうね。えっと、菜子ちゃん？」

        「なぁに？」

        「うん。くっつくの、やめましょ？　ちょっと近いわ」

        「なんで？」

        「う、動きにくいし。変じゃない」

        「……私のこときらい？」

        「う……その目はやめなさい……」

        「友だちはお母さんと気持ちいこともしてるって言うし、このぐらい普通だよー」

        「……はい？」

        「えっとねー黒髪ロングの友だちいるでしょ。瑠衣ちゃん」

        「えぇ。お母様が、とてもきれいな人ね」

        「うん。瑠衣ちゃんのお母さんはえっちだよね」

        「と、友だちのお母さんをどんな目で見てるのよ……」

        「それで、私のお母さんはどっちかって言うと、かわいくて」

        「母親になに言ってるのよ……」

        「えっちかな」

        「ひっ」

        「大丈夫。手は出さないよ。お母さんに嫌われるのはいやだし」

        「あ、安心してもいいのかしら」

        「……さぁ？」

        「ひぇっ」

        「ほら、もう夜だよ。いっしょにごはん食べて。いっしょにお風呂入って。いっしょに寝よーね」

        「ひぃ……待って……そんなさわりかた……」

        　私をちょっとだけ怖がってるお母さん。むしろそれがかわいくて、からかってしまう。

        　そんなのろけを瑠衣ちゃんにメッセージアプリで送ったらこんな風に帰ってきた。

        　

        「あいかわらずだなぁ。またあとで、返信するね。いま、お母さんと……」　

        　

        　――Ｒ18いちゃらぶえっち母娘百合アンソロジーに続く。


        


        


        


        


        


        


        


        


        


        


        


        


        　あとがき　アンソロ企画・編集　Lilium Anthems　Kenkun

        　

        「母娘百合はいいぞ!!」

        　

        　閉じないでください。ごめんなさい。愛、故です。

        　

        　ありがたいことに母娘百合アンソロジー第２弾が完成しました。寄稿してくださったみなさま。読んでくださっているみなさま。ツイッター等で応援してくれているみなさま。そして母娘百合という概念に。感謝を述べさせていただきたいと思います。

        　さてさて、第二弾ということで第一弾と比べて、本誌のレイアウトを工夫してみました。いろいろなところから学びつつ、それをお借りさせていただいているような形なのですが。いかがでしょうか。スマホから読まれているでしょうか、Ｋｉｎｄｌｅペーパーでしょうか。それともＰＣ。読みやすい、読みにくい、こんな演出があるといいよねー！　などのご意見をいただければうれしく思います。

        　そして第三弾はより良いものを作ろうと息巻いているのですが（まだやるんかい）Lilium Anthemsは他のアンソロジーもやっておりまして。現在決まっているのは。

        ・実姉妹百合アンソロジー第一弾

        ・Ｒ１８いちゃらぶえっち母娘百合アンソロジー

        ・百合子作り可能世界アンソロ（構想中）

        　の３点になります。

        　全年齢向け母娘百合アンソロジーの第三弾に関してはみなさまの反応、お声を参考に発刊するか決めたいと思っていまして。それこそたったおひとりの読みたい、書きたい。でも企画するかしないかが決まります。レビュー、質問箱、ＤＭ、リプ。どんなものでも構いませんので応援いただけると、ひじょーーーーーーーに励みになります。

        ※追記。母娘百合アンソロジー第三弾表紙をお願いしているところです！　みなさんぜひ参加して、読んでねー！　今度のお花は菊ですよー！

        　シリーズとしては一度、Ｒ18の方に寄り道をします。ぜひともご参加くださいませ。ちなみに、Ｒ18の表現が可能、というだけで基本的にはきれいなものに仕上げたいな。と思っている次第でございます。

        　瑠衣ちゃんとお母さんのあんな姿も読めるかも……。

        　ではここで、わたくしの母娘百合に対する思いでも――


        　――いらない？

        　

        　はい(´･ω･`)

        　

        　これからも企画、制作をしていこうと思いますので応援よろしくお願いします！

        　百合に生かされ、百合に生きる。そして百合を作る。そのために。

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lilium Anthems　Kenkun
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